
H

・
H
-
ブ
ル

l
ン
の

「

M
・
ウ
ェ

i
パ
!
価
値
分
析
論
」

研
究

一一

は
じ
め
に

プ
ル
!
ン
の
「
M
・
ウ
ェ
l
パ
l
価
値
分
析
論
」

プル
l
ン
の
「
M
・
ウ
ェ
i
パ
!
価
値
分
析
論
」
の
分
析

は
じ
め
に

以
下
に
な
さ
れ
る
の
は

H
・
H
-
ブ
ル

l
ン
(
戸
出
・
切
河
d
d
Z
)
の

「
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ス
ー
パ
ー
の
方
法
論
に
お
け
る
科
学
・
価
値
・
政
治

ω口
問
。

5
0・
〈
曲
目

5曲
目

口

仏

唱

D
H
E
B
U
富
良
司
与
-
巾
べ
臼

Z
S
Z含
宮
田
司
」

(
一
九
七
二
年
〉
の
第
三
章
「
科
学
的
研
究
の
対
象
と
し
て
の
価
値
。
価

値
分
析
。
ぐ
即
日
口
町
田
吉
田
口
与
す

2
0同
加
わ
』

g笹
山
口
吉
宮
町
司
H

4
即日

5

喜
一
色
吋
回
目
白
」
の
紹
介
と
、
そ
の
検
討
で
あ
る
。

ウ
ェ

l
パ
l
の
価
値
分
析
論
は
、
単
に
彼
の
学
問
方
法
論
の
一
つ
と
い

う
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
よ
り
重
要
な
問
題
と
直
接
結
び
つ
い
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
価
値
分
析
そ
れ
自
体
の
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
政
策
学
と
い
う
個

別
分
野
と
関
係
し
て
い
る
が
、
そ
の
限
界
の
考
察
は
、
科
学
が
、
(
ウ
ェ

E
-
H
・
ブ
ル
l
ン
の
「
M
・
ウ
ェ

l
パ
l
価
値
分
析
論
」
研
究

山

正

範

田

-
パ
!
の
「
科
学
論
」
の
立
場
か
ら
い
う
と
)
次
元
を
異
に
す
る
「
価
値

判
断
」
と
い
う
も
の
に
対
し
て
、
何
を
な
し
う
る
の
か
と
い
う
、
い
わ
ば

学
問
の
実
践
的
意
義
の
検
討
と
直
結
し
、
更
に
そ
の
こ
と
を
通
し
て
、
ウ

ヱ

l
パ
l
の
「
責
任
倫
理
」
「
心
情
倫
理
」
の
理
解
に
関
係
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
一
般
に
「
立
場
」
の
何
を
学
問
に
よ
っ
て
支
え
う
る
の
か
、
学

問
の
与
え
る
も
の
の
う
ち
何
を
自
己
の
行
動
の
根
拠
に
含
み
う
る
か
、
ど

こ
か
ら
自
律
的
な
「
決
断
」
が
始
ま
る
の
か
1

1
行
為
の
倫
理
は
こ
の
よ

う
な
考
察
を
内
包
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
科
学
の
一
般
的
意
味
と
結
び
つ
い
て
い
る
ウ
ェ

l
パ
!
の

価
値
分
析
論
を
、
詳
細
に
、
そ
し
て
手
際
よ
く
分
析
し
た
の
が
プ
ル

i
ン
の

書
物
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
非
常
に
よ
く
出
来
た
も
の
で
あ
り
、
二
次
文

献
(
研
究
書
)
と
い
う
も
の
の
意
義
が
、
原
典
の
単
な
る
祖
述
な
ど
で
は
な

く
(
そ
れ
な
ら
ば
基
本
的
に
は
、
原
典
の
み
で
足
り
る
〉
、
ま
さ
に
原
典
が

一
言
外
に
暗
黙
の
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
を
取
り
出
し
、
よ
り
一
層
の
理
解

の
た
め
に
内
容
を
整
序
し
、
そ
こ
か
ら
帰
結
す
る
こ
と
を
過
不
足
な
く
定

二
四
五
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式
化
す
る
こ
と
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
教
え
る
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
価
値
論
的
価
値
分
析
の
説
明
に
お
い
て
、
垂
直
的
価
値
構
造
と
か

水
平
的
価
値
分
析
と
か
の
独
自
の
呼
び
方
を
用
い
て
ウ
ェ

l
パ
l
の
説
明

を
整
理
し
て
い
く
仕
方
、
あ
る
い
は
結
合
的
価
値
分
析
と
い
う
形
で
、
価

値
論
的
価
値
分
析
、
目
的
論
的
分
析
と
区
別
さ
れ
た
価
値
分
析
が
独
立
に

論
じ
ら
れ
て
、
価
値
分
析
作
業
全
体
が
何
を
志
向
し
た
も
の
か
が
明
ら
か

に
さ
れ
る
、
と
い
う
ご
と
き
で
あ
る
。
紹
介
・
検
討
す
る
意
味
が
あ
る
と

考
え
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
(
な
お
ブ
ル
1

ン
の
経
歴
・
業
績
等
に

つ
い
て
は
、
本
稿
脱
稿
の
時
点
ま
で
は
残
念
な
が
ら
知
識
を
待
ら
れ
な
か

っ
た
。
私
は
ブ
ル
!
ン
の
こ
の
本
の
全
体
を
同
じ
よ
う
な
形
式
で
紹
介
・

検
討
し
て
行
く
予
定
な
の
で
、
右
の
点
に
つ
い
て
は
知
識
を
待
た
時
点
で

紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
J

第
一
一
一
章
の
紹
介
・
検
討
に
入
る
前
に
、
ブ
ル

I
ン
の
書
物
全
体
の
、
目

的
・
主
題
・
構
成
に
つ
い
て
一
応
説
明
し
て
お
き
た
い
。

ブ
ル

i
ン
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
目
的
は
、
ウ
ェ

l
バ
i
の
忌
想
に
対
す

る
態
度
決
定
と
か
、
よ
り
一
層
の
展
開
と
か
で
は
な
く
、
彼
の
思
想
そ
れ

自
体
を
、
で
き
る
限
り
客
観
的
に
「
提
示
・
註
釈
(
叩
担
。
岳
山
8
8
-島

民
話
冊
目
町
)
」
守
・

8
し
よ
う
と
い
う
、
慎
ま
し
い
も
の
で
あ
る
@
し
か
し
こ

の
作
業
は
、
ウ
ェ

l
パ
l
研
究
の
現
状
に
お
い
て
一
定
の
意
義
を
も
つ
だ

ろ
う
、
と
ブ
ル

i
ン
は
言
う
。
と
い
う
の
は
、
ウ
ェ
!
パ

i
の
死
後
半
世
紀

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
ウ
ェ

l
バ
l
研
究
の
蓄
積
の
結
果
、
今
や
「
ウ

ェ
i
パ
i
自
身
が
、
参
考
文
献
と
注
釈
の
山
に
間
隠
れ
て
し
ま
う
か
の
よ
う

に
見
え
る
(
巧
与
R
E
5
5ロ
O
R
S
5色
可
凹
3
5
S
4
8山
田
町
宮
窓
口
弘

二
四
六

回

5
2ロ門知山口口町

s
r
B
D
n
g
田
口
仏
門

C
E
g
g
gユ
自
由
〉
」
(
同
右
)
ほ
ど

で
あ
る
。
汗
牛
充
棟
。
従
っ
て
こ
こ
で
改
め
て
、
ウ
ェ

l
パ
l
自
身
の
テ

グ
ス
ト
に
直
接
あ
た
っ
て
み
る
こ
と
で
、
「
彼
が
実
際
に
言
っ
た
こ
と
、

ま
た
お
そ
ら
く
言
わ
ん
と
し
た
こ
と
(

d

吾
忠
巧
叩

Z
門
田
n
Z色
々

g
H
P

E
仏
唱
え
『
即
日
】
回
調
印
M

丘
町
四
回
円
吉
田
口
吋
自
由
由
民
)
」
(
同
右
)
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
に
常
に
原
典
に
立
ち
戻
る
と
い
う
作
業
が
、
学

問
研
究
に
お
い
て
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
一
一
言

う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
そ
の
作
業
が
、
学
聞
の
世
界
の
ル

i
テ
ィ
ー
ン

化
し
た
作
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
真
に
意
味
の
あ
る
も
の
に
な
る
の
は
、
何

よ
り
も
そ
の
テ
グ
ス
ト
が
、
現
在
に
生
き
て
い
る
場
合
で
あ
る
ハ
現
代
的

意
義
)
。
そ
し
て
ブ
ル

1
ン
に
よ
れ
ば
、
ま
さ
し
く
ヴ
ェ

l
バ
i
に
そ
れ

が
あ
て
は
ま
る
と
い
う
。
ウ
ェ

l
パ
!
の
論
じ
た
問
題
は
今
な
お
論
議
の

ま
と
で
あ
り
、
そ
の
「
議
論
と
解
答
は
刺
激
と
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

与
え
る
力
を
ほ
と
ん
ど
失
っ
て
い
な
い

(
E日
。
唱
口
民
間
ロ
B
S
B
担ロ品

目
。
-
口
氏
。
戸
田
『
白
4
0
H
D凹
H
H
H
件付日刊
O
同

H
F
白山門口出匂山口円
H
u
-
-
g
-
u
H
D〈
D
W
叩
担
口
弘

山
口
目
立
吋
印
)
」
、
要
す
る
に
「
不
思
義
な
ま
で
に
現
代
的
な
思
想
(
印
可

g匁
q

BDQ叩門口
G
E
注
目
仲
山
、
三
回
岡
山
由
民
H
O
聞
広
)
」
(
℃
・

6
な
の
で
あ
る
と
い
う
。

次
に
ブ
i
ル
ン
の
主
題
は
、
ウ
ェ

l
バ
!
の
純
方
法
論
的
議
論
を
、
た

だ
し
そ
の
中
の
「
学
問
と
価
値
の
関
係
公
Z
R
E位。口出
O
同

m
a
g
n冊

目白仏

4
色
己
目
的
と
に
つ
い
て
の
思
想
の
み
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
は
決
し
て
任
意
の
選
択
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
何
よ
り

も
「
価
値
と
学
問
と
い
う
主
要
二
概
念
が
彼
の
方
法
論
|
|
の
み
な
ら
ず



経
験
科
学
に
お
い
て
も
ま
た
1
1
基
本
的
な
栴
関
関
係
を
な
し
て
い
る

会

F
0
2
3
白
色
ロ

gロロ白司
F

E印門戸。ロ円。=田口門
H

Z

4

巳ロ叩師、
J

目H
d

E
E即
E
g
g
-
g
I
D
E
Z丘
町
田
口
同
巧
忠
良

.mgavo仏C
E
間
子
宮
内
田
2

0

同
F
U
R
-
S
E同
門
司

R
W
件
。
四
四
円
伊
良
〉
」
守
-m)
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ょ

う
と
い
う
意
図
に
由
る
主
題
の
限
定
な
の
で
あ
る
。
更
に
ブ
ル

i
ン
は
、

こ
の
相
関
関
係
が
ウ
ェ

l
パ
I
の
生
の
本
賓
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
も
あ

る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
「
ウ
ェ

l
パ
!
自
身
の
外
的
・
内
的
な
生
は
、
根

本
に
お
い
て
学
問
的
観
照
と
政
治
的
行
動
の
関
係
が
定
義
す
る
と
こ
ろ
の

場
に
、
深
く
影
響
さ
れ
て
い
た
(
巧
各
旬
、
田
口
巧
口
広
口
免
田
ロ
白

O
E
R

--片品叩目的
H
V

門口同
O
己口内出可目白内-己目ロ円四円四

σ可
H

F

四
回
。
-
品
。
間
同
C

円円
o
a
o
m
D叩門同

ぴ
可
任
問
門
町
]
注
目
0
5
0同
日
口
付
与
は
山
口
口
口
口
付
m
B
1由
HSロ
担
口
弘
司
色
町
三
円
即
日

同門門戸

S
)」
(
同
右
)
と
い
う
@
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
彼
は
学
問
と
価
値

と
い
う
「
本
質
的
二
分
法
ハ
冊
目
的
吉
江
田
戸
内
出
n
g
g
g
u
O」
(
同
右
〉
に
よ
っ

て
ウ
ェ

i
パ
!
の
方
法
論
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。

最
後
に
本
書
全
体
の
構
成
に
つ
い
て
。
プ
ル

I
ン
は
ま
ず
、
自
明
の
こ

と
だ
が
、
学
問
的
研
究
は
常
に
、
研
究
す
る
人
間
と
研
究
さ
れ
る
対
象
の

二
要
素
か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
あ
と
、
従
っ
て
以
下
の
叙
述
を

「
研
究
レ
ヴ
ェ
ル
ハ

B
Z
R
5
5
4
0
H〉
」
と
「
対
象
レ
ヴ
ェ
ル

(
C
立日口同

F
4四
日
)
」
に
分
け
て
行
う
こ
と
を
明
言
す
る
。
つ
ま
り
、
学
問
と
価
値
の

関
係
の
考
察
が
、
こ
の
二
つ
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
な
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
c

か
く
し
て
以
下
の
点
が
問
題
と
さ
れ
る
。

一
、
研
究
レ
ヴ
ェ
ル
で
、
正
当
で
な
い
(
巳
品
目
立
8
2②
と
み
な
さ
れ

H
・
H
-
ブ
ル

l
ン
の
「
M
・
ウ
ェ

l
パ
l
価
値
分
析
論
」
研
究

る
べ
き
価
値
要
素
が
あ
る
の
か
否
か
。
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
そ
れ
は
ど
の

よ
う
な
価
値
で
あ
り
、
ま
た
い
か
な
る
意
味
で
正
当
で
な
い
の
か
@
言
い

変
え
る
と
、
科
学
的
研
究
は
、
研
究
レ
ヴ
ェ
ル
で
、
あ
る
特
殊
な
価
値
要

素
が
必
然
的
に
そ
の
外
に
置
か
れ
る
と
い
う
形
で
定
義
さ
れ
る
の
か
否

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
、
右
の
間
い
と
対
を
な
す
も
の
だ
が
、
科
学
的
研
究
は
一
定
の
価
値

要
素
を
含
む
形
で
定
義
さ
れ
る
か
否
か
。
定
義
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
そ

の
要
素
は
、
定
義
の
不
可
欠
な
部
分
で
あ
る
の
か
一
台
か
。

三
、
対
象
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
、
科
学
的
研
究
は
価
値
要
素
を
含
む
の

か
。
価
値
は
科
学
的
研
究
の
対
象
と
な
る
の
か
。
な
る
と
す
る
な
ら
ば
そ

れ
は
い
か
な
る
価
値
な
の
か
が
問
わ
れ
る
。

ま
と
め
る
と
二
は
い
わ
ゆ
る
「
価
値
自
由
」
の
問
題
で
あ
っ
て
、
第
一
章

で
扱
わ
れ
る
ハ
〈
即
日
己
冊
目
白
田
軒
目
8
2巾
5
0町
田
口

B
岳山口
E
A
C
H
号
一
〈
回
目
ロ
叩

吟
由
主

g
g
V
二
は
「
価
値
関
係
」
の
問
題
で
あ
っ
て
、
第
二
章
で
扱
わ

れ
る
(
〈
包
ロ
叩
回
目
白
血
匂
円
四
円
。
口
仏

5
0ロ
C
同
凹
門
戸
叩
ロ
江
田
口
宮
内
副
ロ
片
山
『
一

4
回目口問

5-同
音
ロ
)
。
三
は
「
価
値
分
析
」
の
問
題
で
あ
っ
て
、
第
三
章
で
扱
わ
れ
る
。

(寸白
-
Z
即
日
曲
目
白
p
oず}叩門件。向田
n-oロ
広
間
口
山
口
内
山
口
町
M

1

H

4

白T
H
O

曲目白
H
U
1

加山由
)

Q

そ
し
て
以
上
の
問
題
に
関
連
し
て
次
の
二
寧
が
付
加
さ
れ
る
。
第
四
章

で
理
念
型
が
、
「
道
具
合

B
Rロ
5
8
C
と
し
て
用
い
ら
れ
る
価
値
」
の

一
例
と
し
て
扱
わ
れ
ハ
〈
包
ロ
冊
目
白
目
白
ロ
宮
巳

2
5恒
三
え

RFSH-出円

宮
古
5
二

H
Z
5
3
H
q
H】
白
)
、
最
後
の
第
五
章
で
、
社
会
的
な
価
値

〈
オ
り
エ
ン
テ
イ
エ
ー
ル
Y
グ》

方
向
づ
け
の
縮
図
た
る
政
治
な
己
正
門
凹
)
の
概
念
が
、
そ
れ
自
体
独
立
し

て
、
ま
た
対
極
概
念
た
る
科
学
的
研
究
と
の
関
連
の
中
で
取
り
扱
わ
れ
る

一
一
四
七
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〈叫，
F
叩

g
H
H
H
1
0
5
8
g円一可同色白片山
Oロ
え

4曲
目
巴
冊
目
白
出
口

mn目白ロ色町円

Z
巳
門
司
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以
上
が
全
体
の
構
成
で
あ
る
。

で
は
以
下
に
ま
ず
第
三
章
の
内
容
全
体
を
要
約
す
る
。
そ
の
後
で
、
そ

れ
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
試
み
る
。

ブ
ル

l
ン
の
「

M
・
ウ
ェ

1
バ

l
価
値
分
析
論
」

ウ
ェ

l
バ
!
の
時
代
に
は
、
価
値
が
科
学
の
対
象
に
な
る
こ
と
そ
れ
自

体
は
も
は
や
真
剣
な
反
対
に
は
会
わ
な
か
っ
た
。
ま
た
価
値
分
析
論
は
価

値
自
由
論
の
よ
う
な
複
雑
な
方
法
論
的
議
論
の
洗
練
を
含
ま
ず
、
ま
た
理

念
型
の
場
合
の
よ
う
に
新
た
な
概
念
の
定
義
の
問
題
で
も
な
か
っ
た
。
従

っ
て
こ
の
問
題
を
扱
う
ウ
ェ

l
パ
!
の
態
度
は
、
例
え
ば
「
価
値
自
由
」

論
な
と
に
比
べ
て
、
論
争
的
で
な
く
公
冊
目
印
匂

ozgw目
。
、
詳
細
で
あ
り

(
B
D
E
骨
窓
口
丘
)
、
積
極
的
内
容
を
も
っ

(H凶
H
o
g
g
g可
ロ

2
2る
も
の

で
あ
る
〈
た
だ
し
こ
れ
は
価
値
分
析
の
内
容
に
つ
い
て
言
い
う
る
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
限
界
ハ
ロ
宮
山
門
的
)
に
つ
い
て
の
見
解
は
研
究
結
果
の
価
値
自
由

性
に
つ
い
て
の
彼
の
一
般
的
立
場
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て

論
争
的
な
活
気
を
も
っ
て
定
式
化
さ
れ
て
い
る
〉
。
価
値
分
析
の
問
題
に

あ
り
う
べ
き
重
要
性
は
、
従
っ
て
、
方
法
論
的
な
前
提
や
位
置

(mgぎ
る

と
い
っ
た
抽
象
的
な
点
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
生
み
出
し
う
る
具

体
的
な
成
果
公
申
告
ロ
ろ
に
あ
る
。

で
は
こ
の
価
値
分
析
は
、
学
問
的
研
究
の
場
を
離
れ
る
こ
と
な
く
ど
こ

ま
で
展
開
き
れ
う
る
か
。

ウ
ェ

1
バ
ー
に
よ
れ
ば
価
値
の
学
問
的
取
り
扱
い
は
「
そ
の
存
在
の
事

二
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原
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ωONSSo日E
F
H由
民
・
(
以
下
の
〉

ωω
・

と
略
記
〉

ω-Aお
む
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。

右
の
「
原
理
的
」
整
合
性
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
の
は
、
価
値
を
そ

の
理
論
的
な
相
に
お
い
て

(
Z
S司
W
H
Z
2
2
F
S
-
g宮
円
。
、
つ
ま
り

理
念
公
含
巾
)
と
し
て
扱
う
も
の
で
あ
る
。
ア
レ
グ
サ
ン
ダ

i
・
シ
ェ
ル

テ
ィ
ン
グ
の
表
現
を
用
い
る
な
ら
ば
「
我
々
の
意
欲
の
理
念
的
意
味
を
解

明
す
る
こ
と
(
ロ
ロ

R
V
H
g
n
v
g
E
D向
島
町
田
広
宮
口

g
臼

E
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巧
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B
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で
あ
る
。
こ
れ

を
こ
こ
で
は
同
じ
く
シ
ェ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
命
名
を
借
り
て
価
値
論
的
価
値

分
析
官
同

z
a
-
B
H
4即日
g

g
包
吋
回
日
出
)
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

次
に
「
実
践
的
」
整
合
性
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
の
は
、
価
値
を
右

の
よ
う
に
単
に
理
念
と
し
て
で
は
な
く
、
実
践
的
な
目
的
(
司
自
立
山
口
邑

田
口
と
)
と
し
て
設
定
す
る
と
と
か
ら
生
ず
る
経
験
的
な
帰
結
を
扱
う
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
を
以
下
で
は
目
的
論
的
価
値
分
析

(SFo-o明日
B
H
4回目
5

smwq田
町
田
)
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

以
上
二
つ
の
価
値
分
析
が
そ
れ
ぞ
れ
第
一
節
・
第
二
節
で
考
察
さ
れ
、

第
三
節
で
は
、
こ
の
二
種
の
分
析
を
同
時
に
行
な
、
7
結
合
的
価
値
分
析

ハ
85σ
古
色
4
乱

5
8回
目
宮
町
田
)
が
、
第
四
節
で
は
、
価
値
の
存
在
の
原



図
と
結
果
を
分
析
す
る
「
説
明
的
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価
値
分
析
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さ
れ
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お
ブ
ル
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五
節
と
し
て
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値

分
析
に
密
接
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係
す
る
価
値
葛
藤
守
色

5
8丘ロ
n
a
)
と
い
う
思
想

を
検
討
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
価
値
分
析
固
有
の
問
題
で
は
な
い
の
で
、

本
稿
で
は
そ
の
紹
介
・
検
討
は
省
略
す
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含
即
日
〉
な
ど
の
語
で

指
し
て
い
る
も
の
が
み
な
「
研
究
者
に
よ
っ
J
L
蒸
留
さ
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る
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概
念
的
分

析
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純
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念
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と
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な
さ
れ
、

分
析
の
対
象
と
さ
れ
る
。

一
、
内
容
(
の
S
H
O
D
C

具
体
的
な
目
的
や
価
値
判
断
を
前
に
し
て
価
値
分
析
が
ま
ず
な
す
こ
と

は
、
「
そ
れ
ら
の
基
礎
に
あ
る
(
な
い
し
あ
り
う
る
〉
諸
理
念
を
提
示
し
、

そ
れ
を
論
理
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
展
開
す
る
こ
と
(
〉
戸
時
N
命
日
宮
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50)
で
あ
る
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こ
こ
で
ウ
ェ
!
バ
ー
が
「
理

H
・
H
-
ブ
ル

l
ン
の
「
M
・
ウ
ェ

l
パ
i
価
値
分
析
論
」
研
究

念
」
の
語
で
指
し
て
い
る
の
は
、
後
に
見
る
よ
う
な
あ
り
う
べ
き
「
究
極

的
」
価
値
の
全
体
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
個
人
な
り
集
団
な
り
が
意
識
的

に
(
門

B
R
Z
g
)
い
だ
く
動
機
の
み
で
あ
ろ
う
。
〈
例
え
ば
「
重
要
な
立

法
問
題
は
可
能
な
限
り
全
て
、
国
民
授
禁
で
決
定
す
る
」
と
い
う
政
治
目

標
か
ら
、
一
つ
の
あ
り
う
べ
き
究
極
的
な
理
念
と
し
て
取
り
出
さ
れ
る
ル

ソ
i
の
「
一
般
意
志
芯

40-B芯
常

5
2
Z」
の
思
想
の
ご
と
き
も
の

で
あ
る
J
大
ま
か
に
言
う
な
ら
ば
、
こ
こ
で
ウ
ェ

l
パ

i
が
想
定
し
て
い

る
の
は
、
主
に
、
社
会
政
策
の
理
論
と
結
び
つ
い
た
多
様
な
「
イ
ズ
ム
」

に
つ
い
て
の
体
系
的
議
論
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
彼
が
こ
の
よ
う
な
意
識

的
理
念
の
分
析
を
価
値
論
的
分
析
の
あ
り
う
べ
き
対
象
と
し
た
理
由
は
、

そ
れ
が
歴
史
の
中
で
行
動
の
推
進
力
と
し
て
機
能
し
て
き
た
と
い
う
、
歴

史
的
重
要
性
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
(
た
と
え
ば
今
日
、
中
国
と
ソ

連
の
共
産
主
義
の
行
動
の
違
い
を
理
解
し
た
い
と
望
む
な
ら
、
当
然
、
そ

れ
ら
を
動
か
し
て
い
る
異
な
る
意
識
的
動
機
を
価
値
論
的
に
分
析
す
る
関

心
が
生
じ
る
だ
ろ
う
J

こ
の
意
味
で
は
、
こ
の
分
析
は
、
第
四
節
で
取

り
扱
わ
れ
る
「
説
明
的
」
価
値
分
析
の
予
備
作
業
を
な
す
も
の
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

と
ま
れ
、
こ
こ
で
の
関
心
の
焦
点
は
具
体
的
な
価
値
・
目
的
で
は
な

く
、
そ
れ
ら
が
理
論
的
に
遡
源
さ
れ
う
る
理
念
の
体
系
で
あ
る
。
し
か
し

こ
の
作
業
で
取
り
出
さ
れ
る
う
る
理
念
は
、
あ
く
ま
で
も
意
識
的
か
つ
明

確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
公

g
n
-
S目
白
ロ

aoMHvzac
理
念
体
系
で
あ

り
、
「
究
極
的
」
理
念
に
比
べ
て
そ
の
抽
象
度
は
低
い
。
こ
の
意
味
で
こ

の
作
業
は
一
定
点
以
上
進
む
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ

二
四
九



立
教
経
済
学
研
究
第
二
一
八
巻
二
号
(
一
九
人
四
年
u

の
作
業
は
具
体
的
目
標
設
定
の
動
機
に
つ
い
て
の
体
系
的
・
徹
底
的
な
価

値
分
析
の
中
途
に
あ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

従
っ
て
次
の
よ
う
な
作
業
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
具
体
的
な
目

的
の
も
つ
構
造
と
、
そ
れ
の
意
識
的
あ
る
い
は
無
意
識
的
な
諸
前
提
(
n
s
g

門
司
叩
H
A
W
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。
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目
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Z
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」
を
追
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
作
業
の
第
一
は
、
対
象
た
る
具
体
的
評
価
か
ら
遡
源
さ
れ
う
る
だ

ろ
う
複
数
の
可
能
的
な
究
極
的
公
理
守
田
ユ
D
S
M
U
G
訟
g
z
c
E
B目
5

P
同日

O
Bる
を
列
挙
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
当
の
具
体
的
評
価
や

目
的
は
、
そ
こ
か
ら
理
論
的
に
取
り
出
さ
れ
う
る
と
こ
ろ
の
究
極
的
な
公

理
体
系
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
ウ
ェ

i
パ

i
が

「
究
極
的
意
味
構
造
(
目
立
N
S
日
吉
与
え
S
2
2
E
R
)」
(
の
〉
当
・

ω・
8
6

と
呼
ぶ
も
の
で
あ
り
、
以
下
こ
れ
を
垂
直
的
構
造

(
4
2江
口
即
日
出

H
2
2
ミ
叩
)

と
時
ぶ
こ
と
に
す
る
。

こ
の
垂
直
的
構
造
の
分
析
の
効
用
は
次
の
三
つ
に
分
け
て
考
え
ら
れ
よ

う
。
ま
ず
一
般
的
に
言
っ
て
、
評
価
す
る
当
事
者
が
い
わ
ば
無
自
覚
的
、

衝
動
的
な
価
値
判
断
を
下
し
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
基
礎
に
あ
り
う
る
、
よ

り
よ
位

(
V
K
Z与
の
前
提
に
全
く
考
慮
を
払
っ
て
い
な
い
と
い
う
場
合

に
は
、
こ
れ
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
究
極
的
価
値
と

し
て
唯
一
可
能
な
も
の
が
取
り
出
さ
れ
る
ケ
1

ス
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対

し
て
複
数
の
価
値
公
理
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
場
合
、
分
析
に
は
次
の
二

つ
の
効
用
が
あ
る
。
一
つ
は
、
当
事
者
が
こ
の
よ
う
な
複
数
の
価
値
公
理

の
取
り
出
し
可
能
性
の
事
態
を
自
覚
し
て
い
な
い
時
に
は
そ
れ
を
教
え
う

二
五
。

る
し
、
ま
た
正
し
く
、
し
か
し
そ
の
中
の
一
つ
の
究
極
的
価
値
に
の
み
、

《
ア
イ
デ
γ
テ
イ
フ
ア
イ
》

白
か
ら
の
目
的
を
関
連
づ
け
て
い
る
と
い
う
場
合
に
は
、
他
の
究
極
的
価

値
と
の
関
連
可
能
性
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
う
一
つ
は
、
右
の
場

合
と
異
な
り
究
極
的
価
値
と
論
理
的
に
間
違
っ
た
関
連
づ
け
を
|
|
あ
る

部
分
に
お
い
て
ー
ー
し
て
い
た
と
い
う
場
合
に
は
こ
れ
を
正
す
こ
と
が
で

キ

c

，。。右の
よ
う
な
垂
直
的
構
造
の
提
示
の
次
に
な
さ
れ
る
べ
き
分
析
は
、

と
の
垂
直
的
構
造
と
別
の
価
値
公
理
(
及
び
そ
こ
か
ら
取
り
出
さ
れ
る
具

体
的
評
価
)
と
の
関
係
を
吟
味
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
特
定

の
評
価
的
態
度
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
我
々
が
暗
黙
の
う
ち
に
い
か
な
る

価
値
体
系
を
支
持
し
て
い
る
か
、
そ
し
て
他
の
い
か
な
る
価
値
体
系
を
斤

け
て
い
る
か
が
は
っ
き
り
と
理
解
さ
れ
る
。
「
汝
が
こ
の
立
場
を
と
る
時
、

比
喰
的
に
言
え
ば
、
汝
は
こ
の
神
に
仕
え
、
他
の
神
を
否
定
す
る
(
同
町
司

a
sロ
F
σ
ロ
色
目

n
F
間
巾
円
四
(
】
叩

p
a
s
g
H
H
H
O
D
H件
ロ

pa肘
門
田
口
町
門
]
町
田
叩
ロ
回
目
門
田
守

同

町

♂

者

四

ロ

ロ

庄

司

肘

ロ

n
H
H

同
ロ
吋
品
目

g由
ω円
由
民
ロ
ロ
間
口
回
目
戸
口
戸
白
血
ロ
仲
間
円

E-冊
目

C
」

(
の
〉
巧
・

ω・
2
6
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
作
業
を
「
水
平

的
価
値
分
析
(
宮
ユ
N
O
D
S
H
4巴
g
g
p
-
3
2と
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

と
の
作
業
は
関
連
す
る
究
極
的
諮
価
値
の
吟
味
に
始
ま
る
も
の
だ
が
、
次

い
で
ウ
ェ

l
パ

l
は
、
再
び
こ
の
価
値
構
造
を
下
降
し
て
、
当
事
者
に
対

し
て
そ
の
目
的
・
価
値
判
断
が
他
の
い
か
な
る
具
体
的
態
度
と
調
和
し
て

い
る
か
(
い
な
い
か
)
を
指
摘
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

こ
の
水
平
的
価
値
分
析
の
ヴ
ア
リ
ア
ン
ト
と
し
て
、
「
価
値
自
由
」
論

文
や
「
職
業
と
し
て
の
学
問
」
論
文
で
ヴ
ェ

l
バ
1
が
特
に
言
及
し
て
い



る
の
は
、
出
発
点
が
前
述
の
よ
う
に
垂
直
的
な
価
値
構
造
で
は
な
く
、
多

数
の
異
な
る
価
値
前
提
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
う
る
現
象
で
あ
る
場
合
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
分
析
は
、
こ
の
現
象
に
対
す
る
可
能
な
各
価
値
判
断
の
基

礎
に
存
在
し
う
る
価
値
公
理
を
全
部
列
挙
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
作
業
は
次
に
、
諸
々
の
可
能
な
具
体
的
価
値
判
断
を
列
挙
す
る
と
こ
ろ

ま
で
進
み
う
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
分
析
は
、
水
平
的
価
値
分
析
の
拡

大
版
で
あ
り
、
後
者
の
分
析
出
発
点
が
比
較
的
抽
象
度
の
低
い
価
値
前
提

(
吾
冊
目
白
需
品
同
J
N

曲目

g
目v
s
g山
田
町
田
〉
で
あ
る
の
に
対
し
、
出
発
点
が
比
較
的

抽
象
度
が
高
い
と
い
う
点
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
分
析
は
更

に
、
あ
る
一
定
の
価
値
公
理
な
い
し
公
理
結
合
体
を
右
の
現
象
の
全
系
列

公
認
宮
]
冊
目
叩
門
戸
叩
田
氏
司

Z
5
2
3る
に
適
用
し
た
時
に
い
か
な
る
具

体
的
価
値
判
断
が
帰
結
し
う
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で

完
了
す
る
。
し
か
し
こ
の
時
点
で
は
も
は
や
分
析
は
、
純
価
値
論
的
な
次

元
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
作
業
の
成
功
の
た
め

に
は
、
「
実
践
的
評
価
に
際
し
て
一
般
に
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
経
験
的

事
実
の
、
可
能
な
限
り
包
括
的
な
カ
ズ
イ
ス
テ
ィ

l
ク

(
5
0問問
n
Z
H
R自

由

h
y
u同比
g
a
o
同
世
田
己
目
見
出
向
己
負
守
口
同
四
g
四
日
℃
片
山
田
口
町
四
ロ

ω出
n
F
g益
田
-
5・

4

『巳

nvo
同
信
吋
叩
山
口
叩
唱
同
開
W
江
田
口
宮
市
回
目
司
21さ
口
問
己
σ
一
四
円
町
田
口
℃
け
山
口
切
叩
円
円
'

R
Z
r
o
s
s
S
W
E
D
S」
(
の
K
H
4
『・

ω・
2
0〉
(
要
す
る
じ
経
験
科
学

的
な
知
識
)
が
、
必
要
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

水
平
的
価
値
分
析
が
特
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
の
は
、
分
析
の
対
象
と

な
る
具
体
的
価
値
判
断
が
二
個
以
上
の
価
値
公
理
か
ら
取
り
出
さ
れ
る
場

合
で
あ
る
。
こ
の
時
、
こ
の
諸
公
理
聞
の
葛
藤
を
説
明
す
る
と
い
う
こ
と

E
・
E
-
ブ
ル

i
ン
の
「
M
・
ウ
ェ

l
パ

l
価
値
分
析
論
」
研
究

は
、
あ
る
種
の
選
択
な
い
し
妥
協
と
い
う
形
で
の
「
解
決
」
が
必
然
的
に

求
す
る
、
目
的
構
造
に
お
け
る
潜
在
的
な
非
合
理
性
を
当
事
者
に
教
え
る

と
い
う
、
直
接
的
効
用
を
も
つ
だ
ろ
う
。

二
、
機
能

Q
g
a
zロ
)

ウ
ェ

l
パ
i
は
こ
の
よ
う
な
価
値
論
的
価
値
分
析
を
、
価
値
判
断
の
批

判
(
口
ユ
広
三
的
自
己
同

4mw-g
古島問。

5
8仲
間
〉
と
み
な
し
、
こ
の
分
析
の
本

質
的
目
的
と
み
な
し
て
い
る
〈
「
客
観
性
」
論
文
、
他
)
@
そ
の
批
判
的
機

能
の
第
一
は
、
水
平
的
価
値
分
析
が
、
理
論
的
・
仮
説
的
な
次
元
に
限
定

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
実
際
に
分
析
者
自
身
が
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
価
値

と
葛
藤
す
る
一
つ
ハ
な
い
し
二
つ
以
上
)
の
価
値
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る

と
い
っ
た
場
合
に
直
接
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
何
よ
り
も
分
析
者
自
身
に
彼

の
価
値
の
価
値
論
的
位
置
を
教
え
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
Q

し
か
し
な
が
ら
ウ
ェ

i
パ

i
が
、
少
く
と
も
水
平
的
価
値
分
析
に
お
い

て
、
対
象
に
つ
い
て
の
分
析
者
の
実
践
的
な
価
値
判
断
定
式
化
の
能
力
を

必
須
の

(
5
8
E
R己
条
件
と
し
た
こ
と
は
異
論
の
余
地
な
く
認
め
ら

れ
る
と
し
て
も
、
実
際
に
(
曲
円
宮
田
口
ち
そ
れ
を
定
式
化
す
る
こ
と
も
必

須
の
条
件
と
し
た
、
つ
ま
り
、
分
析
の
作
業
が
分
析
者
自
身
の
価
値
判
断

の
表
明
を
含
む
と
み
な
し
た
、
と
ま
で
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
価
値
分
析
の
有
益
な
手
段
で
は
あ
っ
て
も
不
可
欠
な
前
提
条

件
で
は
な
い
。
こ
の
点
で
の
ウ
ェ

l
バ

i
の
原
理
的
立
場
は
一
貫
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
次
の
文
章
が
証
明
し
て
い
る
。
「
我
々
は
そ
の
よ
う
な

議
論
(
研
究
者
の
理
想
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
「
積
極
的
」
批
判
)
を

二
五



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
〉

n
科
学
H

だ
と
い
う
つ
も
り
は
な
い
」
(
の
〉
巧
・

ω・
5
3
0
ウ
ェ

l
パ
ー

が
認
め
た
価
値
論
的
価
値
分
析
の
批
判
的
機
能
は
、
実
践
的
な
も
の
(
買
目

白口巴

S
C
で
は
な
く
科
学
的
な
も
の
(
由
円
山

g
E日
ら
で
あ
り
、
積
極
的
な

も
の
(
吉
田
正
4
叩
)
で
は
な
く
弁
証
的
な
も
の
(
色
白
芯
口
氏
口
包
)
な
の
で
あ

る
(
の
〉
巧
・

ω-HmH・
の
〉
ωω
・
ω・
台
叶
)

次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
特
定
の
評
価
・
目
的
設
定
が
「
非
整
合
的

(gロ・
g
ロ
H
S
E
2
2
5」
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ウ
ェ
!
バ
!
は
価
値
論
的
分
析
の
機
能
を
論
じ
る

場
合
、
常
に
、
具
体
的
な
評
価
・
目
的
の
整
合
的
な
垂
直
的
価
値
諸
構
造

を
明
ら
か
に
し
、
水
平
的
分
析
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
相
互
両
立
性
を
吟
味

す
る
可
能
性
を
強
調
す
る
。
こ
の
よ
う
な
「
意
欲
さ
れ
た
も
の
の
内
的
無

矛
盾
性
の
原
理
に
よ
っ
て
理
念
を
吟
味
す
る
こ
と
す
宮
田

P
E
E具
合
同

居

g
z
g
骨

S
F的
E
g
a
2
E
5
3
4
5宏
ヨ
胃
5
Z
E丘
四
宮
庄

内
同

g
の
叩
当

0
5
8
)」
(
の
〉
巧
・

ω-H印
己
と
い
う
場
合
の
、
こ
の
「
内
的
無

矛
盾
性
」
の
意
味
は
何
か
。
ま
た
こ
の
非
整
合
性
の
証
明
が
、
具
体
的
な

評
価
・
目
標
と
の
関
連
の
中
で
批
判
的
機
能
を
も
つ
の
は
な
ぜ
か
。

こ
れ
は
次
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
だ
ろ
う
。

水
平
的
価
値
分
析
は
、
当
事
者
に
彼
の
設
定
し
た
具
体
的
目
標
の
変
更

を
促
し
う
る
だ
ろ
う
根
本
的
価
値
葛
藤
を
意
識
さ
せ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ

自
体
批
判
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
よ

う
な
態
度
変
更
が
可
能
と
な
る
た
め
に
は
、
当
事
者
が
、
水
平
的
分
析
に

よ
っ
て
提
示
さ
れ
る
初
発
の
具
体
的
目
標
が
も
っ
究
極
的
価
値
公
理
と
は

相
入
れ
な
い
、
別
の
究
極
的
価
値
公
理
を
、
あ
ら
か
じ
め
積
極
的
な
も
の

二
五
二

(
吉
田
庄
司
叩
)
と
み
な
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
前
提
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
に
、
同
一
人
が
い
だ
く
具
体
的
評
価
と
そ
れ
に
対
立
的
な
諸
公
理

と
を
つ
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
結
果
、
批
判
は
、
「
汝
は
今
、
今

ま
で
汝
を
導
い
て
き
た
究
極
的
価
値
と
相
入
れ
な
い
行
動
を
し
て
い
る
」

と
い
う
形
を
と
る
。
こ
れ
は
疑
い
も
な
く
同
一
人
の
中
の
非
整
合
性
の
暴

露
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
「
批
判
的
機
能
」
は
直
接
に
機
能
す
る
の
で
は
な
い
。
そ

こ
に
前
提
が
合
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り

こ
の
よ
う
な
批
判
的
機
能
が
果
た
さ
れ
る
た
め
に
は
、
当
事
者
が
、
整
合

的
な
行
動
を
す
る
官
三
宮
間

B
E
E
S
H
H一
三
こ
と
に
積
極
的
価
値
を
認

め
て
い
る
ー
ー
ー
義
務
と
し
て
い
る
|
|
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
前
提
条
件
の
完
全
な
る
実
現
は
現
実
に
お
い
て

は
疑
問
な
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
は
右
の
よ
う
な
意
味
で
の
非
整
合
性

は
、
価
値
論
的
文
脈
に
お
け
る
完
全
に
理
論
的
な
も
の
な
R
o
q
S
8・

円
。
E
E
C
で
あ
り
、
実
際
的
困
難
を
ひ
き
お
こ
す
も
の
で
は
全
く
な
い
か

ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
既
述
の
よ
う
に
、
相
対
立
す
る
二
つ
の
価
値
が
実
現

さ
れ
る
、
そ
れ
も
同
時
に
実
現
さ
れ
る
と
い
う
事
態
す
ら
あ
り
う
る
の
で

あ
る
。次
に
こ
の
行
動
の
整
合
性
と
い
う
こ
と
か
ら
、
別
の
、
そ
し
て
唯
一
つ

の
批
判
的
機
能
と
し
て
次
の
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
具
体
的

評
価
が
、
ー

l
故
意
に
で
は
な
い
が

l
lそ
れ
と
は
矛
盾
す
る
他
の
価
値

公
理
に
も
正
当
に
な
8
宮
ユ
己
適
用
可
能
な
言
葉
で
提
出
さ
れ
て
い
る

と
い
う
場
合
、
そ
れ
を
正
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ
れ
は
「
民
主
主



義
」
、
「
進
歩
的
」
、
「
自
由
主
義
的
」
と
い
っ
た
、
価
値
を
担
っ
た
名
称

(由民
D自
由
民
口

E
Z
Cが
そ
の
建
設
的
合
意
(
吉
田
E
S
g
S
O
S江
DDる

ゆ
え
に
切
望
さ
れ
る
政
治
的
実
践
の
世
界
で
は
重
要
な
意
味
を
も
っ
批
判

で
は
あ
ろ
う
が
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
「
正
し
い
表
現

(
n
R
8
2
Z
Z
E
D巴」

の
問
題
で
あ
り
、
理
論
的
な
関
心
を
ひ
く
も
の
で
は
な
い
。

以
上
は
二
つ
以
上
の
目
的
と
一
つ
の
究
極
的
価
値
公
理
の
関
係
の
場
合

で
あ
る
。
次
に
単
一
の
評
価
・
目
的
内
部
で
の
非
整
合
性
暴
露
の
可
能
性

を
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
一
一
つ
の
ケ
l
ス
が
区
別
さ
れ
る
。

一
つ
は
垂
直
的
価
値
分
析
に
よ
っ
て
、
垂
直
的
構
造
に
お
い
て
具
体
的

な
評
価
が
一
個
の
究
極
的
価
値
か
ら
の
み
取
り
出
さ
れ
う
る
こ
と
が
示
さ

れ
る
。
こ
の
場
合
の
批
判
的
機
能
は
二
五
二
ペ
ー
ジ
で
述
べ
た
こ
と
に
等

し
い
。二
つ
目
は
複
数
の
相
対
立
す
る
究
極
的
価
値
が
取
り
出
さ
れ
る
場
合

で
、
こ
の
時
の
批
判
的
機
能
は
直
接
に
対
象
と
な
っ
た
具
体
的
評
価
に
向

け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
こ
の
場
合
、
当
の
価
値
判
断
は

複
数
の
究
極
的
公
理
と
関
連
し
う
る
の
だ
か
ら
、
そ
も
そ
も
非
整
合
的
で

あ
る
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
同
時
に
複
数
の
正
当
な
公
認

5t

g
丘
町
ロ
巴
究
極
的
価
値
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
さ
え
言
い
う
る
で

あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
非
整
合
性
の
指
摘
は
、
行
為
当
事
者
の
次
の
守
口
σz

m
m
A
ロ
g
o、
そ
れ
も
別
の
現
象
に
対
す
る
、
評
価
に
関
し
て
批
判
の
可
能

性
を
も
っ
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
時
に
ー
ー
そ
の
時
に
の
み

|
|
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
複
数
の
可
能
な
究
極
的
価
値
の
う
ち
の

一
つ
を
、
新
た
な
価
値
判
断
の
基
礎
と
し
て
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

H
・
H
-
ブ
ル

i
ン
の
「
M
・
ウ
ェ

l
パ
l
価
値
分
析
論
」
研
究

な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
批
判
的
機
能
は
、
現
在
の
行
動
と
の
関

連
で
末
来
の
行
動
の
矛
盾
の
可
能
性
を
4

証
明
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
仮
説

的
な
守
己
》

O
S丸
山
口
丘
)
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
批
判
は
結
局
、

同
一
人
物
に
よ
り
追
求
さ
れ
る
複
数
の
ハ
仮
説
的
)
目
的
の
つ
き
合
わ
せ

の
作
業
で
あ
り
、
前
述
の
も
の
と
同
様
、
整
合
的
行
動
の
価
値
の
承
認
が

そ
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

で
は
ウ
ェ

i
バ

l
は
こ
の
よ
う
な
価
値
前
提
、
つ
ま
り
批
判
の
も
つ
仮

説
的
性
格
、
を
明
言
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
価
値
論
的
非
整
合
と
い
う

批
判
は
、
そ
れ
自
身
学
問
的
拘
束
性
を
も
っ
(
凹

a
g庄
日
ロ
即
日
々
広
口
品
目
口
問

z-Z色
。
と
主
張
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
問
題
で
あ
る
。

ヴ
ェ

l
パ
l
が
科
学
に
究
極
的
諸
価
値
聞
で
の
正
し
い
選
択
の
権
利
が

あ
る
と
は
認
め
な
か
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
彼
は
他

方
、
個
人
は
対
立
す
る
究
極
的
諸
公
理
の
間
で
そ
の
一
つ
を
選
択
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
す
な
わ
ち
首
尾
一
貫
(
整
合
)
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

(
由
ぎ
ロ
冨
宮

g
5
2窓
口
付
)
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
(
の
〉
ωω
・
ω・
台

3
0

し
か
し
ま
た
そ
の
よ
う
な
選
択
そ
れ
自
体
1
|
|
つ
ま
り
価
値
論
的
整
合
性

ー
ー
は
意
欲
・
意
志
の
問
題
で
あ
っ
て
経
験
的
知
識
の
問
題
で
は
な
い
と

も
主
張
し
て
い
る
(
の
〉
巧
・

ω・
目
己
。
ウ
ェ
!
パ

l
の
こ
の
よ
う
な
あ

い
ま
い
さ
は
ど
の
よ
う
に
説
明
し
う
る
だ
ろ
う
か
。

「
職
業
と
し
て
の
学
問
」
論
文
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。
「
こ
れ

こ
れ
の
実
践
上
の
立
場
は
、
こ
れ
こ
れ
の
究
極
的
世
界
観
上
の
根
本
態
度

:
か
ら
、
内
的
な
整
合
性
を
も
っ
て
、
従
っ
て
ま
た
自
己
欺
臓
な
し

に
、
そ
の
本
来
的
意
味
を
た
ど
っ
て
取
り
出
さ
れ
る
・
:
・
:
」
「
汝
ら
が
自

二
五
三
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分
に
忠
実
で
あ
る
限
り
、
必
然
的
に
汝
ら
は
、
意
味
上
、
こ
れ
こ
れ
の
究

極
の
内
的
な
整
合
性
に
至
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
の
〉
巧
・

ω・
8
3。

こ
の
文
章
は
、
ウ
ェ

l
パ
ー
が
価
値
論
的
整
合
性
に
学
問
的
支
柱
を
与
え

よ
と
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
解
釈
を
支
持
す
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
自
己
欺
摘
な
し
に
」
や
「
自
分

に
忠
実
に
」
と
い
う
語
は
倫
理
的
合
意
を
も
っ
て
い
る
の
ど
が
、
同
じ
論

文
の
中
で
彼
は
学
問
の
「
倫
理
」
、
す
な
わ
ち
学
問
を
職
業
と
し
て
選
ん

だ
人
間
の
義
務
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
そ
の
義
務
の
一
つ
は
「
知
的
誠

実
公
丘
四
-
U円円
g
-
Z
H
N
R
Z
R
Y由
民

g
y
m
-
C」
で
あ
る
。
「
自
分
自
身
に

忠
実
」
で
あ
る
こ
と
を
欲
す
る
人
間
は
、
彼
の
具
体
的
な
評
価
的
態
度
が

常
に
あ
れ
こ
れ
の
究
極
的
価
値
と
の
葛
藤
を
生
む
で
あ
ろ
う
こ
と
を
承
認

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
ウ
ェ

l
パ
l
に
お
い
て
、
こ
の

知
的
誠
実
の
要
求
が
客
観
的
拘
束
力
を
持
つ
守
ぴ
]
叩
邑
話
守

E
E
E巴
と

は
ど
こ
に
お
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
学
問
的
価
値
を
否
定
し
、
そ

れ
を
無
視
し
て
行
動
す
る
人
間
に
対
し
て
、
学
問
が
知
的
不
誠
実
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
そ
れ
を
間
違
っ
て
い
る
(
司
g
D巴

と
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
結
論
は
こ
う
な
る
。
論
理
的
整
合
性
の
要
求
は
ウ
ェ

l
バ
I

自
身
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
自
明
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
、
積
極
的
な
倫
理

的
価
値
を
認
め
ら
れ
た
前
提
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
彼
の

「
立
場
」
で
あ
っ
て
、
学
問
的
に
証
明
可
能
な
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
先
の
ウ
ェ

l
バ
l
の
見
解
の
あ
い
ま
い
さ
は
、
ウ
ェ

l

バ

i
が
自
己
の
価
値
判
断
と
科
学
的
言
明
を
区
別
す
る
こ
と
に
悶
難
を
覚

二
五
四

え
て
い
た
こ
と
の
表
現
な
の
で
あ
る
。

価
値
論
的
分
析
の
批
判
的
機
能
の
実
現
が
更
に
前
提
と
し
て
含
ん
で
い

る
の
は
、
究
極
的
価
値
そ
れ
自
体
が
細
部
ま
で
定
義
さ
れ
て
い
る
(
念
品

目
ロ
包
山
口
仏
旦
回
目
。
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
具
体
的
評
価
か

ら
究
極
的
価
値
公
理
が
内
的
整
合
性
を
も
っ
て
遡
源
さ
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
価
値
公
理
が
、
そ
こ
に
合
意

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
そ
し
て
そ
れ
が
関
係
す
る
い
か
な
る
現
象
に
も

向
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
具
体
的
態
度
を
正
確
に
表
現
し
う
る
よ
う
に
定

式
化
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
実
ウ
ェ

l
バ
l
は
「
整
合
性

(関口口田

2
5
D
N
)」
「
整
合
的

(
E
5
2
5
Eど
と
い
う
語
を
、
具
体
的

評
価
と
究
極
的
価
値
の
関
係
を
指
す
た
め
に
だ
け
で
な
く
、
価
値
公
理
そ

れ
自
体
に
も
用
い
て
い
る
(
「
価
値
自
由
」
論
文
)
。
「
特
定
の
究
極
的
価

値
公
理
が
、
し
か
も
そ
れ
の
み
が
、
現
実
の
事
態
の
実
践
的
評
価
の
基
礎

と
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
こ
か
ら
評
価
的
態
度
決
定
に
と
っ
て
生
じ
る

で
あ
ろ
う
諸
結
果
を
、
演
棚
押
す
る
こ
と
(
ロ
包
ロ
日
注
目
。
ロ
己
申
円
=
関
口
口
目
。
.

門戸口

B
N叩ロョ

E
円
色
。
話
。

3
2品目

ω
Sロロロ四
B
F
B
0・
司
自
-nv冊
目

B

Z
2
-
B
H
H
H
B
D
Z
H
N
gロ
巧
R
S
H
-
o
g
g
r
H四
g
d司
骨
骨
♂
当
叩
ロ
ロ
吉
田
口

回目
p
z口
。
ロ
ロ
吋
悶
円
9

a四円匂門田}注目凹円
}
H
O
口
切
叩
羽
町
一
三
戸
ロ
四
4
0
口同
m
H
W
門戸田口一
F
叩ロ

ω
田
口
言
。
吾
回
目
円
四
ロ

N
E
四
円
ロ
ロ
含

-o
間
芯
)
」
(
の
〉
4
『・

ω
-
m
H
C
)
が
行
わ
れ

る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
公
理
か
ら
具
体
的
態
度
へ
の
下
降
が
可
能
と
な

る
に
は
、
公
理
の
内
容
が
暖
昧
で
な
い
こ
と
(
ロ
ロ
回
目
広
岡
g
z
C
が
前
提

と
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
究
極
的
価

値
の
抽
象
度
が
比
較
的
低
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
例
え
ば
宗
教
や
政



治
と
い
っ
た
抽
象
度
の
高
い
突
極
的
価
値
公
理
か
ら
特
定
の
具
体
的
な
実

践
的
評
価
を
と
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
ら
〉

一
二
、
妥
当
性
(
寸
戸

E
5
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
ヴ
ェ

1
パ
i
は
価
値
論
的
分
析
の
批
判
的
機
能
を

「
学
問
的
公
己
S
H
S
G」
と
呼
ん
で
お
り
(
二
五
二
ペ
ー
ジ
)
、
こ
の
こ

と
は
彼
が
こ
の
分
析
の
結
論
が
拘
束
力
を
も
っ

(
E
E宙
開
)
こ
と
を
認
め

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
「
客
観
性
」
論
文
に
お
い
て
は
、

そ
れ
は
経
験
科
学
の
拘
束
力
に
等
し
い
と
さ
え
明
ニ
一
目
さ
れ
て
い
る

(
C
P

巧・

ωω
・
5日
i
H
m
a
)
。
(
ハ
ン
ス
・
ア
ル
パ
!
卜
に
よ
れ
ば
、
「
客
観
性
」

論
文
か
ら
「
覚
書
(
の

5
2
E
S
)」
(
一
九
一
三
年
)
ま
で
の
ウ
ェ
!
パ
ー

は
、
価
値
分
析
を
論
理
学
的
分
析
(
円
高
山
内
乱
回

E々
回
目
印
)
と
み
な
し
、
従

っ
て
「
そ
れ
は
論
理
学
の
妥
当
性
に
よ
る
妥
当
性
を
も
っ

G
広
岡
山
]
押
可
出
向
付

色白吋の冊目

Z
白
岡
山
2
F
O
問
符
)
」
(
の
三
田
島
窓
口

ω・
5
8
と
述
べ
て
い
る
e

こ
れ
に
対
し
「
価
値
自
由
」
論
文
で
は
、
「
論
理
学
的
」
の
語
は
全
て
削
除

さ
れ
る
か
、
「
意
味
に
従
っ
て
(
骨
自
白
ロ
ロ
ロ
白
岳
)
」
と
か
「
意
味
的
に

(白山

S
E止
と
等
の
表
現
に
置
き
換
え
ら
れ
る
か
し
て
い
る
と
い
う
。

勺

4
v
g号
口
早
耳
目
岡
山
田
・
呂
田
同
巧
各
句

5
a
世
田
司

o
g白
ヨ
仏

2

4

弓
買
え
5
5
0
F仲
ロ
ロ
仏

a
R
河丘日
o
p丘
町
片
山
弓
呂
町
吋
)
。
し
か
し
、
こ
れ
は
価

値
に
つ
い
て
の
哲
学
を
「
論
理
学
的
(
宮
岡
山
口
)
」
と
み
と
め
る
無
批
判
的

な
分
類
を
、
よ
り
中
性
的
な
用
語
た
る
「
意
味

3
Z口
)
」
に
置
き
換
え

よ
う
と
し
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
妥
当
性
の
問
題
の
本
質
を
左
右
寸
る
も
の

で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
)

五

-
H
・
ブ
ル

l
ン
の
「
M
・
ウ
ェ

I
パ
i
価
値
分
析
論
」
研
究

第
二
節
目
的
論
的
価
値
分
析
ハ

E
g
g岡山
g
-
4包
5
吉
田
H
U
1

明日目〉

価
値
論
的
分
析
が
価
値
を
概
念
的
・
理
論
的
視
角
公

g
n
8吉田
-
S応

急

g円
R
H
B
H
E芳
三
)
か
ら
扱
う
の
に
対
し
、
目
的
論
的
価
値
分
析
は

価
値
を
経
験
科
学
的
に
、
当
事
者
が
主
ぜ
し
め
よ
う
と
す
る
具
体
的
な
目

的
と
し
て
扱
う
も
の
で
あ
る
。

一
、
内
容

こ
の
分
析
の
第
一
の
作
業
は
、
設
定
さ
れ
た
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要

な
手
段
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
手
段
は
二
つ
に
分
け
て

考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
手
段
に
つ
い
て
の
ウ
ェ
!
パ

i
の
扱
い

に
は
強
制
点
の
一
定
の
移
動
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
「
客

観
性
」
論
文
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
決
定
さ
れ
て
い
る
目
的
に
対
し

で
、
与
え
ら
れ
た
手
段
が
ふ
さ
わ
し
い
か
否
か
、
つ
ま
り
充
分
な
手
段

(mZH同
E
S
H
5
2ロ
る
が
問
わ
れ
て
い
る
(
の
〉
当
・

ω-EU)@
こ
れ
に
対

し
例
え
ば
「
価
値
自
由
」
論
文
に
お
い
て
は
、
も
し
目
的
が
達
成
さ
れ
う

る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
場
合
の
不
可
欠
な
手
段
(
患
の

g
g弓

B
g
g
)

は
何
か
が
関
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
手
段
が
見
出
さ
れ
な
い
場
合
に

は
同
国
的
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
最
初
か
ら
予
想
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
(
こ
の
点
に
は
第
一
ニ
節
で
も
う
一
度
、
ふ
れ
ら
れ
る
。
)

さ
て
、
一
手
段
が
確
定
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
次
に
な
さ
れ
る
べ
き
第

一
一
の
作
業
は
、
そ
の
よ
う
な
手
段
に
よ
っ
て
目
的
が
達
成
さ
れ
た
場
合
に

ひ
き
お
こ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
付
随
的
結
果
を
吟
味
す
る
こ
と
で
あ
る
〈
こ

二
五
五
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の
段
階
で
は
、
手
段
に
つ
い
て
の
前
述
の
二
つ
の
区
別
は
消
滅
し
て
い
る
e

「
充
分
な
手
段
」
は
既
に
「
不
可
欠
な
手
段
」
と
み
な
さ
れ
て
、
用
い
ら

れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
上
で
、
そ
の
付
随
的
結
果
が
吟
味

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
J

さ
て
こ
の
付
随
的
結
果
の
分
析
に
は
前
提
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
い
か
な

る
行
為
も
、
直
接
目
ざ
さ
れ
、
予
期
さ
れ
て
い
た
結
呆
の
他
に
、
そ
れ
と

は
異
な
る
付
随
的
結
果
を
生
み
出
す
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
態

は
ウ
ェ
!
バ
ー
に
よ
っ
て
、
〈
リ
ッ
カ
ー
ト
か
ら
借
り
て
き
た
)
「
現
実

の
無
限
の
混
沌
公

Z

U出
口
町

S
E
C
H江田
UHEH吋
え

HE--3じ
」
と
い
う

思
想
の
特
に
好
例
を
な
す
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ェ

i
パ
!
に
と

っ
て
こ
れ
は
争
う
余
地
の
な
い
原
理
で
あ
っ
た
。
(
と
の
点
も
第
三
節
で

改
め
て
ふ
れ
ら
れ
る

Y

分
析
の
第
三
の
作
業
は
、
達
成
さ
れ
た
目
的
そ
れ
自
体
が
生
み
出
す
で

あ
ろ
う
実
際
的
帰
結
を
確
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
(
の
〉
巧
・

ω
-
U
H
N
・

ωω
・町一回。!日一日一)・

二
、
機
能

ウ
ェ

1
バ
l
は
目
的
論
的
価
値
分
析
に
い
か
な
る
批
判
的
機
能
を
み
と

め
た
か
。
価
値
論
的
分
析
が
純
弁
証
的
批
判
に
よ
っ
て
具
体
的
価
値
判
断

の
価
値
論
的
整
合
性
を
検
証
し
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
、
目
的
論
的
分
祈

に
よ
る
技
術
的
批
判
は
目
的
の
達
成
可
能
性
と
い
う
目
的
論
的
整
合
性
を

検
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
技
術
的
批
判
は
次
の
場
合
に
目
的
の
変
更
を
ひ
き
豹
こ
す
可
能
性

二
五
六

を
も
っ
〈
の
〉
当
・

ω
ω
-
m
H
C
f
m
H
己
。
す
な
わ
ち
、
目
的
論
的
分
析
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
、
所
与
の
目
的
の
達
成
手
段
が
、
現
実
に
存
在
し

な
い
(
当
事
者
の
利
用
し
う
る
手
段
が
な
い
、
あ
る
い
は
あ
る
時
期
に
、

あ
る
い
は
ま
た
、
い
つ
で
も
ど
こ
に
も
、
な
い
)
と
い
う
場
合
で
あ
る
。

ま
た
、
目
的
が
多
か
れ
少
か
れ
あ
り
う
べ
か
ら
ざ
る
公
思
匂

g
E
Z
6
状

況
の
も
と
で
し
か
司
能
で
な
い
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
次
に
考
え
ら
れ
る

の
は
、
目
的
に
対
す
る
不
可
欠
な
手
段
が
、
確
実
に
、
あ
る
い
は
多
か
れ

少
か
れ
蓄
然
性
を
も
っ
て
、
そ
の
日
的
の
実
現
を
妨
げ
る
よ
う
な
付
随
的

結
果
を
え
み
出
す
と
い
う
ケ
l
ス
で
あ
る
。
ヲ
ェ

l
パ
i
が
ロ
パ

l
ト
・

ミ
ヒ
ェ
ル
ス
に
あ
て
た
書
簡
の
一
節
は
こ
れ
を
指
摘
し
て
い
る
こ
九
O

八
年
二
月
九
日
付
)
。
「
真
に
大
が
か
り
な
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
(
敗
北
し
た

ハ
ン
ブ
ル
ク
の
港
湾
ス
ト
の
よ
う
に
)
労
働
組
合
運
動
の
み
な
ら
ず
、

全
て
の
階
級
運
動
を
一
年
、
い
や
一

O
年
後
退
さ
せ
る
:
:
:
」

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
批
判
的
機
能
に
は
前
提
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
目

的
を
設
定
し
た
行
為
当
事
者
が
、
そ
の
達
成
を
現
実
に
望
ん
で
い
る
守
S

2
ロ
色
々
毛
田
三
)
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
、
当
事
者
が
、
あ

ら
か
じ
め
実
現
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
目
的
に
ト
ラ
イ
し

て
、
時
間
・
精
力
・
費
用
等
を
無
駄
に
す
る
こ
と
を
望
ま
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
従
っ
て
、
企
て
へ
の
「
投
資
」
の
意
欲
は
そ
の
成
功
の
チ
ャ

ン
ス
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
存
在
前
提

(
「
実
現
は
不
可
能
」
)
が
当
為
結
論
(
「
企
て
る
べ
き
で
な
い
」
)
と
、
ほ

と
ん
ど
不
可
避
的
に
連
結
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
目
的
の
実
現
は
不

可
能
で
あ
る
と
い
う
目
的
論
的
分
析
の
結
論
が
、
目
的
そ
れ
自
体
へ
の
批



判
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
学
問
的
次
元
で
「
正
し
い
」
連
結
と
は
言
え

な
い
。
「
価
値
自
由
」
論
文
で
ウ
ェ

I
パ
I
は
、
目
的
論
的
批
判
の
仮
説

的
性
格
を
強
調
し
て
い
る
。
何
ら
か
の
新
し
い
事
笑

l
!と
こ
で
ウ
ェ
!

ハ
ー
は
あ
る
種
の
発
展
傾
向
を
論
じ
て
い
る
ー
ー
が
、
白
的
の
実
現
を
、

あ
り
う
べ
か
ら
ざ
る
も
の
に
す
る
と
と
が
あ
る

1
|成
功
の
チ
ャ
ン
ス
と

い
う
点
で
評
価
さ
れ
る
な
ら
、
そ
の
行
為
を
不
毛
の
ド
ン
・
キ
ホ
l
テ
的

愚
行
の
よ
う
に
見
え
さ
せ
て
し
ま
う
と
い
う
具
合
に
|
|
。
し
か
し
な
が

ら
、
い
か
な
る
学
問
を
も
っ
て
し
で
も
1
i
l経
験
的
、
非
経
験
的
を
間
わ

ず
!
!
こ
の
場
合
目
的
を
放
棄
す
べ
き
か
否
か
に
答
え
る
こ
と
は
で
き
な

ま
た
次
の
事
実
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

っ
た
と
え
達
成
不
可
能
と
み
な
さ
れ
た
目
的
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を

追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
目
的
そ
れ
自
体
で
は
な
く
と
も
、
そ
れ

に
近
接
し
た
目
的
が
達
成
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
初
発
の
実
現
不
可
能
な

目
的
へ
の
固
執
が
、
新
た
な
、
し
か
も
初
発
の
も
の
に
可
能
な
限
り
近
似

的
な
目
的
の
達
成
の
不
可
欠
な
手
段
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
偉
大

な
業
績
を
あ
げ
た
個
人
に
つ
い
て
経
験
的
に
確
認
さ
れ
る
事
実
で
あ
る
。

二
、
サ
ン
ジ
カ
リ
ス
ト
が
そ
の
好
例
で
あ
る
が
、
理
論
的
に
は
あ
る
目

的
の
実
現
を
志
向
し
て
い
る
と
解
釈
し
、
7
る
行
動
を
と
り
な
が
ら
、
実
際

に
は
外
的
な
(
町
三
冊
吉
田
C
結
果
を
全
く
念
向
し
て
い
な
い
行
動
が
あ
る
@

そ
れ
は
コ
ミ
ッ
ト
そ
れ
自
体
の
真
正
さ
(
窓
口
三
口
日
)
の
内
面
的
確
信
を

認
す
明
べ
く
な
さ
れ
る
行
動
で
あ
り
、
外
的
結
果
の
実
現
チ
ャ
ン
ス
を
志

H
・
H
-
ブ
ル

i
ン
の
「
M
・
ウ
ェ

l
パ
l
価
値
分
析
論
」
研
究

向
し
な
い
。
こ
の
行
為
は
、
「
心
情
価
値
」
に
よ
っ
て
の
み
動
機
づ
け
ら

れ
て
お
り
「
結
果
価
値
」
に
動
機
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
目
的
論

的
分
析
に
か
け
ら
れ
る
意
味
を
も
た
な
い
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
目
的
論

的
分
析
に
よ
っ
て
実
現
不
可
能
た
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
も
、
ぞ
れ
は
当

事
者
に
と
っ
て
何
ら
目
的
を
変
更
す
る
理
由
に
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に

意
味
を
も
つ
の
は
価
値
論
的
分
析
の
み
で
あ
る
。

か
く
し
て
先
に
述
べ
た
よ
う
に
自
的
論
的
批
判
は
決
し
て
絶
対
的
な
も

の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
機
能
す
る
前
提
は
、
当
事
者
が
白
か
ら
設
定
し
た

目
的
を
完
全
に
(
一
、
で
の
よ
う
に
近
似
的
で
な
く
)
、
そ
し
て
実
際
に

っ
て
で
の
よ
う
に
外
的
結
果
を
無
視
す
る
の
で
は
な
く
〉
、
実
現
す
る

こ
と
を
欲
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三
、
妥
当
性

ウ
ェ
!
バ

l
は
、
目
的
が
所
与
の
場
合
に
は
二
定
の
手
段
を
多
か
れ
少

か
れ
「
正
し
い
(
円
2
3
2ど
と
ザ
ぶ
こ
と
は
正
当
で
あ
る
一
公
認
在
B
丘四〉

こ
と
を
認
め
て
い
た
、
こ
の
場
合
、
手
段
の
確
定
は
因
果
認
識

(
A
に
よ

っ
て
B
が
生
じ
た
〉
を
逆
転
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い

(
B
を
実
現
す
る
た

め
に
は

A
と
い
う
手
段
が
用
い
ら
れ
ね
ば
な
ら
い

Y
故
に
こ
の
手
段
確

定
の
認
識
の
客
観
的
妥
当
性
は
経
験
科
学
的
認
識
の
そ
れ
に
等
し
い
。

と
の
場
合
の
客
観
的
妥
当
性
の
前
提
は
前
述
し
た
批
判
的
機
能
の
前
提

と
同
じ
で
あ
る
。
一
、
目
的
追
求
の
意
欲
の
存
在
。
目
的
が
確
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
。
二
、
手
段
の
比
較
考
量
の
基
準
と
な
る
合
理
性
の
技
術
的
諸

原
理
(
ス
ピ
ー
ド
、
安
全
性
、
完
全
性
、
等
)
の
優
先
順
位
が
決
定
さ
れ
て

二
五
七
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い
る
こ
と

三
、
目
的
の
合
理
的

(
g
g
gロ
己
追
求
の
意
欲
の
存
在
。

第
三
節
結
合
的
価
値
分
析
公

Z
g
B窓
口
包

4
即
日
戸
田
富
田
】
吋
目

ε

価
値
論
的
分
析
に
よ
り
価
値
論
的
不
整
合
性
が
、
目
的
論
的
分
析
に
土

り
技
術
的
葛
藤
が
証
明
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
二
つ
の
分
析
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
切
り
離
さ
れ
て
考
察
さ
れ
る
場
合
に
は
、
部
分
的
な
も
の
に
す
、
ぎ

ず
、
批
判
的
機
能
も
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
人
為
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

二
つ
の
分
析
は
同
時
に
用
い
ら
れ
て
は
じ
め
て
そ
れ
が
本
来
有
し
て
い
る

比
重
と
重
要
性
を
完
全
に
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
結
合
的
価
値

分
析

(g呂
宮
口
邑

4mwH5
白
白
色
可
弘
田
)
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
分
析
は
、
「
目
的
批
判
の
最
も
複
雑
な
形
式
の
吟
味
守
口
叩
同
白

s-ー

ロ
向
円
山
口
口
三
号
冊
目
。
巳

gSHUH叩同町
2
5
0同
問
。
即
日
ロ
ユ
江
巳
∞
ヨ
)
」
を
な

す
も
の
で
あ
り
、
基
本
め
作
業
は
目
的
論
的
分
析
で
あ
る
が
、
目
ざ
す
と

こ
ろ
は
価
値
論
的
分
析
で
あ
る
。
目
的
実
現
の
企
て
は
い
か
な
る
価
値
葛

藤
を
生
み
出
す
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
分
析
は
次
の
通
り
行
わ
れ
る
。
ま
ず
、
目
的
論
的
分
析
に
よ
っ
て

達
成
可
能
な
目
的
の
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
確
定
さ
れ
た
一
定
の

手
段
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
究
極
的
価
値
と
関
係
づ
け
て
そ
の
垂

直
的
価
値
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
当
事
者
の
究
極
的
諮
理
念
と
つ

き
合
わ
せ
る
。
こ
れ
は
ウ
ェ

l
バ
!
の
「
心
情
倫
理
」
に
つ
い
て
の
議
論

と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
例
え
ば
民
主
主
義
を
奉
ず
る
政
治
家
が
、
独

栽
者
と
の
交
渉
を
、
た
と
え
そ
れ
が
民
主
主
義
の
前
進
と
い
う
外
的
結
果

を
生
み
出
す
の
に
寄
与
す
る
だ
ろ
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
と
し
て
も
、

二
五
八

拒
否
す
る
と
い
っ
た
場
合
。
こ
の
場
合
に
は
、
例
え
ば
「
良
心
」
と
い
う

内
的
基
準
に
手
段
の
価
値
を
つ
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
結
果
、
「
交

渉
を
拒
一
合
す
る
」
と
い
う
決
定
が
下
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

分
析
の
第
二
の
作
業
は
、
充
分
に
し
て
不
可
欠
な
手
段
か
ら
予
想
さ
れ

る
付
随
的
結
果
の
価
低
と
多
様
な
価
値
構
造
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
付
随
的
結
果
が
当
事
者
の
理
念
と
調
和
す

る
か
否
か
|
|
む
ろ
ん
多
様
な
度
合
で
で
は
あ
る
が

i
ー
が
明
ら
か
に
さ

れ
る
だ
ろ
う
。

ま
と
め
る
と
、
結
合
的
価
値
分
析
は
、
価
値
論
的
批
判
の
よ
う
に
目
的

そ
れ
自
体
が
も
っ
垂
直
的
及
び
水
平
均
価
値
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
目
的
実
現
の
た
め
の
運
動
の
全
系
列
(
当

HHD-om252叩

え

5
0
4
0帥
)
の
も
ち
、
7
る
垂
直
的
及
び
水
平
的
価
値
構
造
を
も
明
ら
か
に

し
、
そ
れ
を
究
極
的
価
値
公
理
と
つ
き
合
わ
せ
て
、
目
的
に
対
す
る
最
終

的
判
断
の
用
意
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
結
合
的
価
値
分
析
は
、

根
本
的
な
政
治
問
題
を
定
義
す
る
に
他
な
ら
ぬ
次
の
二
つ
の
向
い
に
答
え

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
「
目
的
は
手
段
を
正
当
化

す
る
か
」
、
「
目
的
は
付
随
的
結
果
を
正
当
化
す
る
か
」
。

も
ち
ろ
ん
右
の
問
い
に
答
え
ね
ば
な
ら
ぬ
必
然
性
と
い
、
7
も
の
は
科
学

的
に
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
あ
る
前
提
が
こ
の
間
い
と
答
え
の
必

然
性
を
生
み
出
す
。
価
値
論
的
分
析
の
前
提
が
価
値
論
的
整
会
性
で
あ
り
、

目
的
論
的
批
判
の
前
提
が
外
的
結
果
の
考
慮
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
の

結
合
的
価
値
分
析
の
前
提
を
ウ
ェ

i
パ

i
は
「
責
任
公
g
-
5
5
5
2許可)」

に
置
い
て
い
る
。
づ
:
・
責
任
を
も
ヮ
て
行
動
す
る
人
間
が
自
己
反
省
を
す



る
場
合
、
自
己
の
行
為
の
目
的
と
結
果
の
交
互
の
考
量
と
い
う
こ
と
な
し

に
す
ま
さ
れ
え
な
い
守
口

a
R
〉
σ宅
担
問
ロ
ロ
四
4
0
D
N
当
mn昨
ロ
ロ
品
司
白
日
常
ロ

品
開
由
民
白
口
弘
己
ロ
∞
四
四
四
巾
口
巾
山
口
田
口
弘
2
・
(
}
内
山
口
口
〉
昨
忠
良
wω
∞
8
2
σ
-
g
Eロロロ四

2
5
D
Z
o
v
s
n
F
F
g
a
m
E内回叩円宮司口出門町
8
4
G
門ず
-mH官
官
ロ
)
」
(
の
〉
巧
・

ω・
日
間
(
}
)

結
合
的
価
値
分
析
の
前
提
条
件
を
な
し
て
い
る
の
は
、
「
世
界
が
倫
理
的

に
み
て
非
合
理
的
で
あ
る

(mSHE--門
E
t
B出
口
与
え
忌
担
当
2
E
)」

(CHUω
・
ω
・
2
3
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
因
果
的

L
目
的
論
的
に
不
可

避
な
手
段
の
価
値
が
、
そ
の
目
的
の
価
値
内
容
と
矛
盾
し
な
い
と
い
う
保

証
は
存
在
し
な
い
。
倫
理
的
に
善
き
目
的
の
た
め
の
手
段
が
倫
理
的
に
普

い
手
段
で
あ
り
、
ま
た
倫
理
的
に
普
い
付
随
的
結
果
を
生
む
と
い
う
保
証

は
な
い
。
因
果
的
必
然
性
と
価
値
論
的
整
合
性
は
衡
突
し
う
る
。
さ
れ
ば

こ
そ
白
的
(
及
び
付
随
的
結
果
〉
は
手
段
を
正
当
化
す
る
か
否
か
が
問
題

と
な
る
の
で
あ
り
、
目
的
論
的
分
析
と
価
値
分
析
を
結
合
す
る
こ
と
、
す

な
わ
ち
結
合
的
価
値
分
析
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
の
で
あ
る
。
(
た
だ
、

こ
の
よ
う
な
「
世
界
の
倫
理
的
非
合
理
性
」
の
想
定
は
決
し
て
、
価
値
論

的
体
系
と
目
的
論
的
体
系
が
、
あ
ら
ゆ
る
地
点
で
衡
突
す
る
|
|
例
え
ば
、

悪
し
き
手
段
の
み
が
善
き
結
果
を
生
む
、
と
い
う
ご
と
き
|
|
こ
と
を
意

味
し
て
は
い
な
い
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
)

と
こ
ろ
で
こ
の
倫
理
的
非
合
理
性
の
思
想
が
特
に
重
大
な
意
味
を
も
つ

こ
と
に
な
る
の
は
、
そ
れ
が
前
述
の
ご
と
き
「
事
象
の
全
関
連
性
(
〉
ロ
-

g
g
g
B
B
E口
問
即
日
目
町
田
の
四
回
円

E
Z
Sど
と
い
う
想
定
と
結
び
つ
く
場

合
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
帰
結
す
る
こ
と
は
、
一
つ
の
行
動
は
予
期
さ
れ
意

H
・
H
-
ブ
ル

l
ン
の
「
M
・
ウ
ェ

l
バ

i
価
値
分
析
論
」
研
究

欲
さ
れ
た
結
果
を
生
み
出
す
と
い
う
こ
と
以
上
に
、
更
に
、
そ
の
結
果

は
、
予
見
不
可
能
な
領
域
、
直
接
意
欲
さ
れ
た
も
の
を
超
え
る
領
域
に
入

り
込
む
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
世
界
が
倫
理
的
に
合
理
的
で
あ

る
な
ら
ば
、
た
と
え
倫
理
的
な
手
段
か
ら
予
見
不
可
能
な
結
果
が
生
じ
て

も
、
そ
れ
は
倫
理
的
に
み
て
問
題
の
あ
る
結
果
と
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
世
界
の
倫
理
的
な
非
合
理
性
を
前
提
と
す
る
以
上
、
倫
理
的
に
問

題
の
あ
る
結
果
が
生
じ
う
る
。
と
い
う
こ
と
は
当
然
、
結
合
的
価
値
分
析

が
い
か
に
詳
細
に
行
わ
れ
て
も
、
予
見
不
可
能
な
結
果
の
も
つ
だ
ろ
う
価

値
論
的
位
置
を
、
あ
ら
か
じ
め
全
面
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
い
、
7
こ
と
に
な
る
。
行
為
の
最
終
結
果
は
意
図
と
正
反
対
に
な
り
う

る
こ
と
、
正
確
に
そ
の
方
向
を
予
見
す
る
こ
と
も
、
こ
の
進
行
を
妨
ぐ
こ

と
も
で
さ
な
い
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
を
シ
ェ
ル
テ
ィ
ン
グ
は

l
i極
限
の

ケ
l
ス
、
す
な
わ
ち
正
反
対
の
結
果
を
生
み
出
す
ケ

i
ス
を
指
し
て
1
1
1

「
結
果
の
迷
説
笥
民
主
自
民
団
骨
門
司
三
宮
口
)
」
つ
巧
2
8
5口
宮
内
神
田
-

U
Y門べ・

ωω
・・
h
p
M
l
詔
〉
と
呼
ん
で
い
る
。

さ
て
、
ウ
ェ

l
バ
l
は
以
上
三
つ
の
分
析
が
、
一
昨
与
の
状
況
に
お
け
る

行
為
の
前
提
と
帰
結
と
を
過
不
足
な
く
理
解
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と

考
え
た
の
だ
が
、
彼
は
「
職
業
と
し
て
の
学
問
」
論
文
の
中
で
、
こ
の
三

分
析
を
、
そ
の
内
容
と
機
能
に
よ
っ
マ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
固
有
の

尊
厳
(
丘
四
口
日
々
〉
に
よ
っ
て
ラ
ン
ク
づ
け
を
行
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
最
も
低
い
位
置
に
置
か
れ
た
の
は
「
生
・
外
的
事
物
及
び
人
間

行
為
を
計
測
に
よ
っ
て
支
配
す
る
ご
と
き
」
技
術
的
知
識
公

2
Y
E
s
-

宵ロ
C
耳
目
白
品
目
一
芯
を
与
え
る
に
す
き
な
い
経
験
的
分
析
、
こ
こ
で
は
ま
ず
日

二
五
九
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的
論
的
価
値
分
析
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
結
合
的
価
値
分
析
は
、
こ
の

よ
う
な
技
術
的
知
識
の
提
供
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
ウ

ェ
l
バ
ー
に
よ
れ
ば
、
選
択
状
況
が
手
段
・
目
的
・
付
随
的
結
果
相
互
の

経
験
的
関
係
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
技
術
的
知
識

の
領
域
|
|
具
体
的
な
目
的
の
承
認
・
排
斥
と
い
う
実
践
的
意
図
ー
ー
ー
に

限
定
さ
れ
て
い
る
。

か
く
し
て
最
も
高
い
位
置
に
置
か
れ
た
の
は
、
純
然
た
る
価
値
論
的
分

析
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
目
的
を
決
し
て
そ
の
F

悩
験
的
な
存
在
不
可
能
性
を

根
拠
に
、
あ
る
い
は
望
ま
し
か
ち
ざ
る
結
果
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
を
根
拠

に
、
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
経
験
界
で
の
意
味
を
超
越
し

た
と
こ
ろ
で
、
目
的
を
一
定
の
価
値
の
具
現
物
と
し
て
扱
う
も
の
だ
か
ら

で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
こ
の
種
の
分
析
の
み
が
「
当
事
者
の
行
為
の
究
極

的
意
味
に
つ
い
て
の
情
報

(
H
N
R
Z
s
n
E
P
-
-
i
z
Z吋
宕

D
E
N窓口

ω
z
p
g
E
g
Q
V
O
田
口
江
口
間
宮
吋
由

sd〕
包
悶
叩
ロ
叩
口
寸
ロ
ロ
印
)
」
(
の
〉
巧
・

ω・
由
。
∞
)
と
い
う
純
理
論
的
知
識
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
ラ
ン
ク
づ
け
は
次
の
よ
う
な
合
意
を
も
っ
て
い

る
。
目
的
論
的
及
び
結
合
的
価
値
分
析
が
生
み
出
す
技
術
的
知
識
は
、
そ

れ
が
与
え
る
物
質
的
優
位

(
B同
オ
ユ
回
目
立
言
豆
諸
与
と
の
関
係
で
の
み

価
値
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
の
に
対
し
、
価
値
論
的
分
析
は
完
全
に
非

実
践
的
価
理
論
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
実
践
的
利
援
に
由
来
し
な
い
価
値

を
も
っ
知
識
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
ウ
ェ

l
パ
l
は
価
値
論
的

分
析
の
倫
理
的
機
能
を
み
と
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
が
こ
の
倫

理
的
機
能
か
ら
帰
結
す
る
こ
と
の
一
つ
と
し
て
、
前
述
の
行
為
者
の
高
度

二
六

O

な
責
任
(
浴
田
宮
口
凹

E
ロ
ミ
)
を
考
え
て
い
た
(
。
〉
巧
・

ω・
8
8
こ
と
に

は
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
こ
の
「
責
任
」
は
、
目

的
論
的
分
析
及
び
結
合
的
分
析
を
、
そ
の
批
判
的
合
意
が
物
質
的
優
位
を

与
え
て
く
れ
る
場
合
の
み
な
ら
ず
、
他
な
ら
ぬ
自
分
自
身
の
物
質
的
利
益

と
対
立
す
る
と
い
う
場
合
に
も
ま
た
、
正
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
承
認

す
る
た
め
に
必
要
な
資
質
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
技
術
的
」
世
界
に
と

ど
ま
っ
て
い
て
は
行
使
す
る
機
会
を
え
ら
れ
ぬ
資
資
な
の
で
あ
る
。

こ
の
忌
想
は
ウ
ェ

l
バ
l
の
中
で
ゆ
っ
く
り
と
展
開
さ
れ
、
最
終
段
階

の
方
法
論
文
に
お
い
て
は
っ
き
り
定
式
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ

る
。
前
ト
い
も
ふ
れ
た
よ
う
に
「
客
観
性
」
論
文
や
「
シ
ュ
タ
ム
ラ
I
」
論

文
に
お
い
て
は
、
分
析
の
出
発
点
に
お
い
て
す
で
に
目
的
は
確
定
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
「
充
分
な
手
段
一
が
問
わ
れ
、
ま
た
そ
の
付

随
的
結
果
が
問
わ
れ
た
。
従
っ
て
そ
こ
で
な
さ
れ
る
分
析
は
基
本
的
に
目

的
論
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
「
価
値
自
由
」
論
文
で
は
、
出
発

点
に
お
い
て
目
的
が
絶
対
的
に
固
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
仮
説
的

に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
目
的
の
達
成
に
「
不
可
欠
な
手
段
」

が
関
わ
れ
、
そ
の
付
随
的
結
果
が
関
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
目
的
の
価
値
が

間
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
当
然
目
的
の
変
更
も
な
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
分
析
の
出
発
点
の
、
技
術
的
な
も
の
か
ら
価
値
論
的
な
も
の
へ
の
、

す
な
わ
ち
究
極
的
価
値
公
理
の
考
慮
へ
の
、
決
定
的
な
移
動
で
ゐ
る
。

第
四
節

「
説
明
的
」
価
値
分
析

(
H
F
O
R
0
4
Z
5
8
弓ョ
4
出]己申

出口即日可回目由)



価
値
の
学
問
的
取
り
扱
い
の
可
能
性
は
、
以
上
の
三
つ
で
尽
く
さ
れ
て

は
い
な
い
。
と
い
う
の
は
、
価
値
が
い
か
に
し
て

9
0
4司
)
い
だ
か
れ
る
よ

う
に
な
り
、
そ
し
て
ま
た
そ
れ
が
い
か
な
る
結
果
を
も
つ
か
と
い
う
こ
と

が
考
察
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
既
述
の
三
分
析
で
は
答
え
る
こ

と
の
で
き
な
い
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
価
値
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
(
例
を

と
る
と
、
形
法
の
自
由
化
に
徹
底
し
て
反
対
す
る
保
守
派
)
の
原
因
は
、

価
値
論
的
分
析
の
教
え
る
そ
の
究
極
的
価
値
公
理
(
例
え
ば
法
と
秩
序
の

原
理
)
に
っ
さ
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
の
で
あ
っ
て
、
当
人
の
個
人
的

経
験
(
権
威
的
な
教
育
、
暴
力
に
よ
る
損
害
等
)
か
ら
生
ず
る
こ
と
が
あ

る
。
ま
た
あ
る
価
値
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
(
例
え
ば
西
独
政
府
に
よ
る
ハ
ル
シ

ュ
タ
イ
ン
条
約
の
放
棄
)
の
結
果
は
目
的
論
的
分
析
が
教
え
る
結
果
(
連

邦
共
和
国
は
も
は
や
、
民
主
共
和
国
を
承
認
す
る
国
と
は
自
動
的
に
外
交

関
係
を
断
つ
と
い
う
よ
う
な
行
動
は
と
ら
な
い
だ
ろ
う
)
と
は
、
異
な
る

だ
ろ
う
。

価
値
が
、
そ
の
価
値
的
、
目
的
的
な
性
格
へ
の
顧
慮
な
く
、
単
に
経
験

的
事
実
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
の
分
析
に
つ
い
て
ウ
ェ

I
バ
l
が
方
法
論
の

中
で
述
べ
て
い
る
個
所
は
少
い
の
だ
が
、
価
値
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
の
原
因
に

つ
い
て
は
唯
一
つ
は
っ
き
り
と
し
た
一
言
及
が
あ
る
。

「
特
定
の
評
価
的
立
場
を
個
人
的
、
社
会
的
、
歴
史
的
な
被
制
約
性
か
ら

経
験
的
心
理
的
お
よ
び
歴
史
的
に
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
到
達
さ
れ
う

る
こ
と
は
、
そ
の
立
場
を
理
解
し
つ
つ
説
明
す
る
以
外
の
な
に
も
の
で
も

決
し
て
な
い
。
:
:
:
こ
の
理
解
的
説
明
は
ま
た
、
パ
門
行
為
の
実
際
の
究
極

的
動
機
を
知
る
た
め
に
人
間
の
行
為
に
つ
い
て
経
験
的
因
果
考
察
を
行
う

H
・
H
-
ブ
ル

l
ン
の
「
M
・
ウ
ェ

l
パ
l
価
値
分
析
論
」
研
究

た
め
に
、
同
だ
が
ま
た
、
(
実
際
に
、
あ
る
い
は
見
か
け
上
)
評
価
を
異
に

す
る
人
と
議
論
す
る
場
合
、
相
対
立
す
る
実
際
の
評
価
的
立
場
の
探
究
に

と
っ
て
も
、
学
問
上
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

(UCRHH
冊
目
切
目
立
田
島

も
印
可

nFo-D岡山由
nF叩
ロ
ロ

Q
F山
田
円
。
己
目

nF白
d
口
同
町
吋
出
口

nyHB間
四
日
出
四
回

σ叩
凹
己
E

B
S窓
口
巧
叩

3
5間回目
S
E宮
口
}
弘
司
回
目

E
8
E
O
E
e
i
a
z
z
F
m
O
N目白

血
-
P
F山
田
円
。
ユ
田

nFO
切
包
山
口
問

HEF門
医
ロ
四
四
]
田
口
四
件
目
白
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
門
凶

F
5
5
R
す

N口
町
四
四
ロ

(H24『
白
目
白

H尻町
円
叩

HHHW
丘

回

世

NC
一
匹
ロ

40門田
H0・

FOロ仏
Nロ
叩

Hirg門
田
口
:
:
:
・

ωoロ
$21HHO田
町
仲
田
口
円

HH
当
日
回
目
。
一
ロ
凹
門
町
田
口
ロ
ロ

F

FD口
町
田
件
当
日
ロ
宮
山
間
・

H・
2
円

a
o
D
N
d司巾
n
r
a
D
O門
司
自
立
ユ

R
F
g
H内白ロー

目白日

σ
2
3
n
z
n
Z
D四
百
四
ロ
的
円
『
ロ
ロ

F
S
出
血
ロ
門
同
氏
自

-
z
g
n
g問
問
叩
口
当
日
円
・

区
山
口

Z
F
R
S
Z
O
E
4
0
Zロロ
g
N
C
-
O
B
S・
M
-
旧
宮
ア
者
叩
ロ
ロ
自
由
ロ

ヨ
庄
司
山
口
四
日
(
呈
長
ロ

n
F
E
2
2
z
z
g円
)
与
語
包

n
Z
E
当
目
立

g

己
叩
口
門
出
田
町
口
氏
四

2
・
2
吋
色
町
叩
閉
口
巳
江
戸
ロ
ロ
問
。
句
看
守
区
山
門
}
回
目
白
岡
市
岡

24

田町』門戸間

8
4『
R
E
Z回目
S
E宮
島
件
。
)
」
(
の
〉
戸

ω・
g
e

こ
の
「
価
値
自
由
論
」
論
文
に
お
け
る
説
明
は
、
価
値
論
的
、
目
的
論

的
、
結
合
的
な
価
値
分
析
を
越
え
て
、
因
果
説
明
の
領
域
に
入
り
込
ん
で

い
る
。
更
に
、
「
理
解
し
つ
つ
説
明
す
る
」
と
い
う
語
は
、
こ
の
分
析
が
、

価
値
判
断
が
単
に
説
明
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
「
理
解
」
さ
れ
た
り
「
直

観

(
Z
Z
E
Sと
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
不
可
欠
の
一
部
を
な
す
、
そ

う
い
う
特
殊
な
因
果
分
析
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
は
既
述

の
三
分
析
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
か
ら
独
立
し
た

(g日
]
U
2
0
〉
も
の
と
見
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
明
ら
か
に
そ
れ
は
目

的
論
的
分
析
の
よ
う
に
行
為
を
説
明
し
、
価
値
論
的
分
析
の
よ
う
に
現
実

一一六
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の
守
口
付

5
0
評
価
を
明
ら
か
に
す
る
ζ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
も
の
だ

か
ら
で
あ
る
。

既
述
の
三
つ
の
分
析
の
批
判
的
機
能
は
、
行
為
当
事
者
が
そ
れ
を
考
慮

し
な
い
で
い
た
と
す
る
な
ら
ば
態
度
の
変
更
を
せ
ま
る
だ
ろ
う
と
こ
ろ
の

無
数
の
経
験
的
事
実
、
概
念
的
事
実
の
吟
味
に
基
づ
い
て
い
る
。
つ
ま
り

当
時
者
の
側
で
の
一
定
の
無
知
合
同

E
S去
ろ
が
前
提
と
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
こ
れ
は
ま
さ
し
く
日
常
的
な
状
態
と
言
い
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
価
値
論
的
に
完
全
に
明
ら
か
に
さ
れ
、
目
的
論
的
に
も
正
し
く

考
量
さ
れ
た
行
為
と
い
う
ご
と
き
も
の
は
極
限
型
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
従
っ
て
現
実
の
行
為
の
理
解
ー
ー
な
ぜ
そ
の
立
場
に
コ
ミ
y

ト
す
る
の
か
の
認
識

i
!の
た
め
に
は
、
心
理
学
的
説
明
(
宮
古

E
E岡山
E

S
H
O
M
匂
日
目
白
血
門
戸
ロ
ロ
)
が
付
加
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
(
自

的
論
的
分
析
が
与
え
る
)
経
験
的
構
成
と
(
価
値
論
的
分
析
が
与
え
る
)

概
念
的
構
成
を
補
完
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
分
析
は
派
生
的
に
、
価
値
論
的
分
析
に
対
し
て
重
要
性
を
も
っ
。

つ
ま
り
価
値
的
分
析
に
よ
っ
て
行
為
者
の
具
体
的
価
値
判
断
が
真
に
意
味

し
て
い
る
と
こ
ろ
を
明
、
り
か
に
し
、
そ
れ
と
違
っ
た
ふ
う
に
考
え
る
の
は

「
誤
ま
り
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
だ
け
で
は
、
完
全
に
当
事

者
に
役
立
つ
と
は
言
え
な
い
。
殺
を
実
際
に
(
目

2
5ロ
己
導
い
て
ー
い
る

究
極
的
価
値
(
価
値
論
的
に
見
る
と
そ
こ
か
ら
「
間
違
っ
て
」
具
体
的
評

価
が
ひ
き
出
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
の
究
極
的
価
値
)
を
指
摘
す
る
こ
と
が

必
要
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
こ
の
心
理
学
的
分
析
の
仕
事
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
分
析
は
巨
的
論
的
分
析
に
も
意
味
を
も
っ
。
す
な
わ
ち
正
し

二
六
二

い
目
的
論
的
構
成
の
み
を
も
っ
て
し
て
は
、
通
常
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
行

為
を
と
る
の
か
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
目
的
設
定
そ
れ
自

体
の
実
際
的
原
因
の
説
明
の
た
め
に
は
、
右
の
よ
う
な
心
理
学
的
説
明
に

着
手
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
説
明
は
、
具
体
的
ケ
l
ス
で
働
く
目
的

論
的
・
価
値
論
的
な
「
推
論
の
錯
誤

Q
即
日
目
白
ミ
)
」
に
つ
い
て
の
知
識
を

必
要
と
し
、
ま
た
そ
の
錯
誤
を
特
に
生
み
出
し
ゃ
す
い
状
況
に
つ
い
て
の

知
識
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
分
析
者
に
検
証
可
能
な
仮
説

さ
え
与
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ブ
ル

l
ン
の
「
ウ
ェ

l
バ
l
価
値
分
析
論
」
の

分
析

以
下
ブ
ル

l
ン
の
議
論
に
つ
い
て
、
紙
数
の
制
約
上
、
主
に
結
合
的
価

値
分
析
の
意
味
と
、
そ
れ
に
密
接
に
関
係
し
て
い
る
責
任
論
理
、
心
情
論

理
の
意
味
に
つ
い
て
、
若
干
検
討
し
て
み
た
い
と
岡
山
う
。
前
者
は
価
値
分

析
作
業
の
最
終
目
標
の
確
認
で
あ
り
、
後
者
は
価
値
分
析
の
限
界
が
行
為

の
倫
理
を
ど
の
よ
う
に
規
定
す
る
か
に
つ
い
て
の
私
見
で
あ
る
。

「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ブ
ル

i
ン
の
議
論
の
核
心
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
結
合
的
価
値
分
析
が
、
独
立
に
、
し
か
も
価
値
分
析
作
業

全
体
の
ゴ

l
ル
と
し
て
扱
わ
れ
た
こ
と
で
あ
り
(
説
明
的
価
値
分
析
は
、

価
値
を
単
な
る
経
験
的
事
実
と
し
て

i
ー
そ
の
当
為
的
性
格
を
無
視
し
て

|
|
扱
か
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
度
外
視
し
て
よ
い
)
、
し
か

も
そ
こ
で
責
任
倫
理
と
心
情
倫
理
の
関
係
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
責
任
倫
理
と
心
情
倫
理
の
差
違
と
共
通



点
が
、
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

真
す
価
値
分
析
の
目
標
に
つ
い
て
。

価
値
分
析
作
業
の
要
点
は
、
そ
れ
が
行
為
者
の
目
的
U
価
値
を
変
更
さ

せ
る
場
合
、
そ
の
根
拠
を
ど
乙
に
も
つ
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ブ
ル

i
ン
の
議
論
を
ご
く
簡
単
に
ふ
り
か
え
っ
て
お
く
と
、
価
値
論
的

分
析
に
よ
っ
て
自
的
が
変
更
さ
れ
る
の
は
、
目
的
に
内
在
す
る
価
値
論
的

構
造
(
垂
直
的
構
造
〉
が
整
合
し
て
い
な
い
場
合
で
あ
る
。
つ
ま
り
目
的

の
価
値
と
行
為
者
の
究
極
的
価
値
公
理
と
が
論
理
的
に
整
合
し
て
い
な
い

場
合
で
あ
り
、
同
一
人
の
二
つ
の
目
的
設
だ
が
同
一
の
究
極
的
価
値
価
値

公
理
か
ら
演
緯
さ
れ
え
な
い
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

次
に
目
的
論
的
分
析
の
場
合
に
は
、
目
的
は
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
手

段
が
な
か
っ
た
り
、
あ
っ
て
も
そ
れ
が
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
付
随
的
結
果

が
目
的
の
実
現
そ
れ
自
体
を
妨
げ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
場
合
に
変
更
を

促
が
さ
れ
る
。
(
こ
の
よ
う
な
場
合
の
手
近
な
例
と
し
て
、
大
河
内
一
男

「
社
会
科
学
入
門
」
(
弘
文
堂
書
一
一
房
、
新
版
一
九
七
一
年
〉
所
収
の
「
ウ
ェ

ー
ハ
[
と
マ
ル
ク
ス
」
に
お
け
る
説
明
を
挙
げ
て
お
く
。
そ
こ
で
、
氏
が

論
じ
て
い
る
の
は
、
第
二
次
大
戦
中
の
我
が
固
に
お
け
る
社
会
科
学
者
の

「
戦
争
批
判
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
で
あ
る
。

「
戦
争
」
そ
れ
自
体
に
序
す
る
超
越
的
批
判
が
も
は
や
不
可
能
と
な
っ

た
時
点
で
は
、
「
い
わ
ば
技
術
的
と
も
称
ば
れ
る
べ
き
批
判
の
態
度
」

♀
・
包
)
の
み
が
可
能
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
戦
争
自
体
は
既
定
の
事
態

と
し
て
前
提
と
さ
れ
た
上
で

H
・
H
-
ブ
ル

l
ン
の
「
M
・
ウ
ュ

l
パ

i
価
値
分
析
論
」
研
究

一
、
戦
争
の
た
め
の
国
家
の
政
策
、
「
例
え
ば
労
働
政
策
、
文
化
政
策
、

増
産
政
策
な
ど
の
非
科
学
性
と
非
合
理
性
が
指
摘
さ
れ
、
自
的
に
対
す

る
手
段
の
不
適
性
と
い
う
観
点
か
ら
主
と
し
て
批
判
が
行
わ
れ
た
。
」

守・

g
t
g
)

二
、
戦
争
の
進
行
が
い
か
な
る
付
髄
的
結
果
を
ひ
き
お
こ
す
か
が
指
摘

さ
れ
た
、
「
例
え
ば
、
消
費
材
の
縮
少
再
生
産
の
必
然
性
、
国
民
の
生

活
求
準
の
低
下
等
」
。
な
・

3
)

む
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
技
術
的
批
判
は
、
あ
く
ま
で
も
目
的
は
前
提
と

さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
原
理
上
戦
争
そ
れ
自
体
に
対
す
る
批
判
で
は
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
分
析
が
「
暗
黙
の
う
ち
に
企
図
し
て
い
た
こ

よ
」
(
同
右
)
は
、
「
白
的
に
対
し
て
手
段
が
合
理
的
ま
た
は
科
学
的
で
な

い
こ
と
、
具
体
的
に
言
え
ば
、
日
本
の
事
部
が
抱
い
て
い
た
尻
大
な
戦
争

計
画
に
対
し
て
、
日
本
の
経
済
は
こ
れ
を
物
的
に
担
う
だ
け
の
実
力
を
持

つ
て
は
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
、
ま
た
近
代
戦
は
単
な
る
精
神
力
や
観
念

論
の
教
説
を
以
つ
て
は
賄
い
得
な
い
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
戦
争

遂
行
能
力
の
経
済
的
限
界
を
超
え
た
も
の
だ
と
い
う
点
を
指
摘
す
る
た
め

の
努
力
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
」
な
・

3
〉

こ
れ
は
要
す
る
に
「
戦
争
に
対
す
る
消
極
的
な
プ
ロ
テ
ス
ト
を
代
表
す

る
も
の
と
し
て
の

H

技
術
的
批
判
よ

Q
・
白
己
)
な
の
で
あ
っ
た
。
)

し
か
し
こ
の
二
つ
の
分
析
は
相
互
に
必
要
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
が
別
々

に
用
い
ら
れ
る
と
、
例
え
ば
価
値
論
的
分
析
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が
行
為

者
の
究
極
的
価
値
と
整
合
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
目
的

で
も
、
目
的
論
的
分
析
に
よ
っ
て
そ
の
目
的
を
実
現
可
能
と
す
る
手
段
の

一」
ノ¥
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確
認
と
い
う
形
で
あ
る
正
当
化
を
与
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
逆
に
、
目

的
論
的
分
析
に
よ
っ
て
実
現
の
た
め
の
手
段
が
存
在
し
な
か
っ
た
り
、
そ

の
実
現
を
は
ば
む
事
態
を
生
み
出
す
ご
と
き
手
段
し
か
存
在
し
な
い
こ
と

を
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
目
的
も
、
価
値
論
的
分
析
に
よ
っ
て
究
極
的
価
値

と
の
整
合
性
を
確
認
さ
れ
る
と
い
う
形
で
、
あ
る
正
当
化
を
与
え
ら
れ
る

だ
ろ
、
7
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
妨
ぐ
た
め
に
は
、
前
の
場
合
に
は
目
的
論
的
分
析

が
前
提
と
し
た
そ
の
目
的
を
価
値
論
的
分
析
に
か
け
、
後
の
場
合
に
は
価

値
論
的
分
折
が
前
提
と
し
た
自
的
を
目
的
論
的
分
析
に
か
け
る
こ
と
が
必

要
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
@
そ
れ
だ
け
で

は
、
ま
だ
二
つ
の
分
析
の
批
判
的
機
能
は
完
全
に
発
揮
さ
れ
る
に
至
ら
な

ブ
ル

l
ン
の
言
う
よ
う
に
、
政
治
問
題
の
根
本
的
な
間
い
は
、
単
に
、

目
的
は
究
極
的
価
値
と
整
合
し
て
お
り
、
更
に
そ
の
目
的
の
実
現
の
た
め

の
技
術
的
手
段
が
存
在
し
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
最
も
重

要
な
問
い
は
、
右
の
問
い
を
前
提
に
し
つ
つ
も
、
ま
さ
に
そ
の
手
段
の
内

在
的
価
値
が
、
ま
た
そ
の
手
段
が
生
み
出
す
だ
ろ
う
付
随
的
経
呆
の
内
在

的
価
値
が
、
究
極
的
な
価
値
と
い
か
な
る
関
係
に
立
っ
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
目
的
は
必
ず
し
も
手
段
を
正
当
化
し
な
い
し
、
ま
た
付
随
的
結
果

を
正
当
化
し
な
い
〈
も
ち
ろ
ん
こ
の
「
正
当
化
」
は
価
値
論
的
に
み
て
の

「
正
当
化
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
)
と
い
う
思
想
が
真
の
政
治
家
の
|
|

「
責
任
」
あ
る
政
治
家
の
1

1

出
発
点
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
具
体
的
に
言
う
な
ら
ば
、
目
的
論
的
分
析
が
明
ら
か
に
し
た
諸

二
六
四

要
素
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
価
値
論
的
に
考
察
す
る
作
業
が
究
極
的
に
必
要

と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
手
段
の
価
値
、
付
随
的
結
果
の
価
値
が

究
極
的
価
値
と
の
関
係
に
お
い
て
余
り
に
大
き
な
矛
盾
を
持
っ
と
判
断
さ

れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
目
的
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
ブ

ル
l
ン
の
一
言
う
結
合
的
価
値
分
析
の
批
判
的
機
能
な
の
で
あ
る
。

結
合
的
価
値
分
析
は
、
ま
ず
、
目
的
論
的
分
析
の
教
え
る
手
段
の
内
在

的
価
値
と
行
為
者
の
究
極
的
価
値
と
を
つ
き
合
わ
せ
る
(
後
に
論
じ
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
ら
か
じ
め
一
一
世
一
目
し
て
お
く
な
ら
ば
、
こ
の
局
面
が
心
情

倫
理
が
本
質
的
に
必
要
と
す
る
価
値
分
析
で
あ
る
。
こ
れ
を
と
り
あ
え
ず

「
結
合
的
分
析
の
一
」
と
呼
ん
で
お
く
。
)
次
に
予
想
さ
れ
う
る
付
随
的

結
果
に
内
在
的
な
価
値
と
究
極
的
価
値
と
を
つ
き
合
わ
せ
る
。
(
「
結
合
的

分
析
の
一
こ
と
呼
ん
で
お
く
。
〉

こ
の
よ
う
に
手
段
の
価
値
と
付
随
的
結
果
の
価
値
が
究
極
的
価
値
と
の

関
係
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
と
い
う
と
と
は
、
単
な
る
価
値
論
的
価
値
分

析
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
究
極
的
価
値
と
整
合
的
で
あ
る
こ
と
を
認

め
た
目
的
で
も
、
他
の
要
素
の
価
値
、
す
な
わ
ち
手
段
の
価
値
及
び
付
随

的
結
果
の
価
値
と
の
関
係
の
中
で
検
討
し
直
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
単
な
る
目
的
論
的
分
析
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
目
的
に
対
し
不
可
欠
た

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
手
段
及
び
そ
れ
が
生
み
出
す
付
随
的
結
果
が
価
値

の
函
か
ら
改
め
て
検
討
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

価
値
論
的
分
析
は
自
的
の
価
値
と
究
極
的
価
値
の
整
合
性
を
問
い
、
目

的
論
的
分
析
は
目
的
実
現
の
た
め
の
手
段
と
付
随
的
結
果
の
技
術
的
考
慮

を
な
す
@
し
か
る
に
結
合
的
価
値
分
析
は
、
目
的
・
手
段
・
副
次
的
結
果



-
究
極
的
価
値
、
こ
の
四
つ
の
妥
素
の
価
値
論
的
関
係
を
検
討
す
る
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
確
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
@

こ
の
結
合
的
分
析
が
、
価
値
分
析
全
体
の
コ
l
ル
で
あ
る
。
一
言
い
か
え

る
と
ウ
ェ

l
パ
!
の
政
策
論
的
思
惟
の
本
質
は
、
右
の
よ
う
な
四
つ
の
要

素
を
考
慮
し
つ
つ
な
さ
れ
る
価
値
判
断
(
の
検
討
)
な
の
で
あ
る
。

ウ
ェ

i
パ
!
の
政
策
論
的
思
惟
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
日
的
を
前
提
に
し

た
上
で
諸
々
の
現
実
的
諸
条
件
を
確
認
す
る
だ
け
の
「
技
術
的
批
判
」
に

す
ぎ
な
い
、
目
的
u
価
値
そ
の
も
の
は
批
判
で
き
な
い
も
の
だ
と
い
う
指

摘
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
ハ
右
に
、
挙
げ
た
大
河
内
氏
の
説
明
も
、

ウ
ェ

l
パ
l
の
「
没
価
値
」
性
の
名
の
も
と
に
説
明
さ
れ
て
い
る
)
し
か

し
ブ
ル

l
ン
の
叙
述
は
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
全
面
的
に
否
定
す
る
も
の
で

あ
る
。
価
値
分
析
全
体
の
ゴ

l
ル
は
技
術
的
批
判
日
目
的
論
的
分
析
が
明

ら
か
に
し
た
要
素
を
加
え
た
上
で
な
さ
れ
る
価
値
論
的
分
析
な
の
で
あ

る
。
今
一
度
要
約
を
引
く
な
ら
ば
、
結
合
的
価
値
分
析
は
「
目
的
実
現
の

た
め
の
運
動
の
全
系
列
の
も
ち
、
つ
る
垂
直
的
な
い
し
水
平
的
価
値
構
造
を

も
国
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
究
極
的
価
値
公
理
と
つ
き
合
わ
せ
て
、
目
的
に

対
す
る
最
終
的
判
断
の
用
意
を
な
す
も
の
で
あ
る
己
主
・

8
6

こ
こ
で
プ
ル

l
ン
の
議
論
の
中
で
完
全
に
は
納
得
し
が
た
い
個
所
に
ふ

れ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
彼
が
結
合
的
価
値
分
析
の
節
で
、
三
つ
の
分
析

に
関
す
る
ラ
ン
ク
づ
け
を
論
じ
て
、
ウ
ェ

i
パ
l
が
最
も
高
い
権
威
を
認

め
た
の
は
、
価
値
論
的
価
値
分
析
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
個
所
で
あ
る
。

ブ
ル

i
ン
に
よ
れ
ば
、
二
一
分
析
の
う
ち
ウ
ェ

l
ハ
ー
が
最
も
権
威
を
認

H
・
H
-
ブ
ル

l
ン
の
「
M
・
ウ
ェ
!
パ
!
価
値
分
析
論
」
研
究

め
た
の
は
、
経
験
界
を
超
越
し
た
と
こ
ろ
で
目
的
を
価
値
の
具
現
物
と
し

て
扱
う
価
値
論
的
価
値
分
析
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
比
べ
る
と
目
的

論
的
分
析
や
結
合
的
価
値
分
析
は
、
外
界
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
技
術

的
知
識
、
目
的
の
検
討
と
い
う
実
践
的
意
図
を
本
質
と
す
る
と
こ
ろ
の
、

憂
す
る
に
経
験
界
に
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

少
く
と
も
こ
わ
解
釈
に
は
一
定
の
留
保
が
必
要
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

何
よ
り
も
そ
れ
が
ブ
ル

i
ン
自
身
の
叙
述
と
完
全
に
は
調
和
し
な
い
と
い

う
意
味
で
。

ま
ず
ブ
ル
|
ン
が
参
照
を
指
示
し
て
い
る
「
職
業
と
し
て
の
学
問
」
に

お
け
る
ウ
ェ
1

パ
l
の
議
論
を
簡
単
に
ふ
り
か
え
っ
て
み
よ
う
バ
の
〉
巧
-

ω.
由
。
叶
l
白
{
)
∞
〉

ウ
ェ

1
パ
ー
に
よ
れ
ば
、
学
問
は
ま
ず
、
外
界
の
事
物
や
人
間
行
為
を

予
測
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
技
術
的
知
識
を
与
え
、
次
い

で
思
考
法
の
道
具
を
与
え
思
考
訓
練
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
科
学
は
「
明
噺
さ
」
を
与
え
う
る
。
何
に
つ
い
て
の
明
断
か
と
一
一
言

う
な
ら
ば
、
一
つ
は
、
あ
る
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
不
可
欠
な
手
段
、

そ
れ
が
生
み
出
す
付
随
的
結
果
に
つ
い
て
の
明
断
な
意
識
で
あ
る
。
そ
し

て
(
「
明
断
」
の
第
二
と
し
て
)
、
学
問
は
「
こ
れ
こ
れ
の
実
践
上
の
立
場

は
、
こ
れ
こ
れ
の
究
極
の
世
界
観
上
の
根
本
態
度
:
:
:
か
ら
、
内
的
な
整

合
性
を
も
っ
て
、
従
っ
て
ま
た
自
己
欺
騎
な
し
に
、
そ
の
本
来
的
意
味
を

た
と
っ
て
取
り
出
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
他
の
こ
れ
こ
れ
の
根
本

的
態
度
か
ら
は
取
り
出
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
(
庄
司

EmH
丘
町
有
国
宝
ナ

回
口
F
O
田
窓
口
ロ
ロ
回
口
同
町

B由

5
2
回目口

Y
E
P
-ロ
ロ
巾
円
穴
O
D
田
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己
叩
一
口
N

Z

口。

二
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五
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由
。
一
明
日
三
呂
町
}
門
司
X
H
U
B
ヨ
臼
ロ
ロ
ロ
国
内
F

E

E
白
山
窓
口
出
口
田
弘
ミ
ロ
ロ
仏

a
R
F
H
N窓
口
当
巳
S
D田口同戸山口
CP岡
田
自
国
四
日
間
四
ロ
の
円
CDauD回目
門
戸

o
p

与
四
円
同

5
門凶白円

cpa
弘
司
円
同
誌
巾
門
出
口

D
W
V
戸
)
」
会
教
え
る
。
「
各
人
に

そ
れ
ぞ
れ
、
自
分
の
行
為
が
も
っ
究
極
的
な
意
味
に
つ
い
て
自
己
責
任
を

負
う
念
日
n
F
2
5己
評
岳
g
R
E止
さ
凹
$
8
5
R
a白ロ

E
N窓口

巴
ロ
ロ

g
E
2
即日開

8
2
寸
己
日
)
」
こ
と
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
が
明
断
と
い
う
こ
と
の
た
め
に
学
問
が
為
し
う
る
「
最
後
の
仕
事
」
で

あ
り
、
同
時
に
「
学
問
の
な
し
う
る
こ
と
の
限
界
」
で
も
あ
る
。
か
く
し

て
ブ
ル

1
ン
は
、
ウ
ェ

l

ハ
ー
が
価
値
論
的
価
値
分
析
に
最
も
権
威
を
認

め
た
と
い
う
結
論
を
引
き
出
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

ブ
ル
1
ン
の
こ
の
結
論
は
、
「
間
違
い
」
な
の
で
は
な
い
。
確
か
に
右

の
ウ
ェ
!
パ

i
の
文
章
は
価
値
論
的
価
値
分
析
を
指
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
次
の
よ
う
な
結
論
が
と
り
出
さ
れ
て

終
わ
り
だ
ろ
う
か
@
す
な
わ
ち
ウ
ェ

l
バ
i
は
目
的
が
究
極
的
価
値
と
整

合
す
る
こ
と
を
何
よ
り
も
重
視
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
手

段
及
び
そ
れ
が
ひ
き
お
こ
す
付
随
的
結
果
の
考
量
(
目
的
論
的
分
析
〉
は

二
の
次
で
あ
り
、
更
に
手
段
、
付
随
的
結
果
に
内
在
す
る
価
値
価
値
が
、

目
的
や
究
極
的
価
値
と
整
合
す
る
か
ど
う
か
の
検
討
(
結
合
的
価
値
分
析
〉

も
ま
た
二
の
次
で
あ
る
、
と
。

し
か
し
な
が
ら
ま
さ
に
ブ
ル

l
ン
の
価
値
三
分
析
の
説
明
か
ら
な
さ
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
解
釈
は
、
こ
の
価
値
論
的
分
析
は
結
合
的
価
値
分
析
に
お
け

る
価
値
論
的
分
析
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
単
に
目
的
と
究
極
的
価

値
の
整
合
性
に
終
わ
る
の
て
は
な
く
、
更
に
手
段
と
付
随
的
結
呆
を
加
え

一
一
六
六

た
よ
で
の
価
値
論
的
分
析
u
結
合
的
価
値
分
析
こ
そ
最
も
高
い
位
置
に
置

か
れ
た
解
釈
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ウ
ェ

l
パ
!
の
引
用
文
中
の
「
実
際

上
の
立
場
」
あ
る
い
は
「
白
己
の
行
為
」
を
単
に
「
目
的
」
と
の
み
と
ら
え

る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
目
的
以
外
に
手
段
、
付
随
的
結
果
を
加

え
た
上
で
、
そ
れ
ら
が
内
在
さ
せ
る
価
値
を
そ
れ
ぞ
れ
「
立
場
」
と
み
な

し
て
、
そ
こ
か
ら
あ
る
究
極
的
な
立
場
が
取
り
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、

と
解
釈
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ウ
ヱ

l
バ
ー
が
述
べ
て
い
る
こ
と
を
ま
ず
大
ま
か
に
、
我
々
の
行
為
は
、

そ
こ
に
内
在
し
て
い
る
価
値
論
的
構
造
と
い
う
函
と
、
そ
れ
が
生
み
出
す

外
的
結
果
と
い
う
面
と
、
両
面
か
ら
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
し
か
し

後
者
は
あ
く
ま
で
も
経
験
界
に
限
定
さ
れ
た
側
面
の
考
察
で
あ
る
が
、
前

者
は
ま
さ
に
経
験
界
を
超
え
た
「
J

価
値
し
と
し
て
の
側
面
の
分
析
で
あ
り
も

「
戸
付
為
の
究
極
的
意
味
」
の
側
面
の
分
析
で
あ
る
、
と
整
理
し
た
あ
と
で
、

プ
ル
l
ン
の
叙
述
の
教
え
る
と
こ
ろ
に
従
え
ば
、
斗
ま
さ
に
こ
の
価
値
論
的

構
造
と
は
、
目
的
と
究
極
的
価
値
構
造
の
関
係
に
つ
き
る
も
の
で
は
な

い
、
と
言
う
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。
目
的
と
究
極
的
価
値
の
関
係
の
み
を

検
討
す
る
価
値
論
的
価
値
分
析
で
は
な
く
て
、
単
に
「
目
的
実
現
の
た
め

の
運
動
の
会
系
列
」
を
明
ら
か
に
す
る
目
的
論
的
分
析
で
も
な
く
て
、
そ

の
「
全
系
列
の
も
ち
う
る
垂
直
的
な
い
し
水
平
的
価
値
構
造
を
も
明
ら
か

に
し
、
そ
れ
と
究
極
的
価
値
公
理
と
つ
き
合
わ
せ
」
る
よ
う
な
価
値
論
的

価
値
分
析
、
す
な
わ
ち
結
合
的
価
値
分
析
こ
そ
が
学
問
の
「
最
後
の
」
仕

事
で
あ
り
、
学
問
の
「
限
界
」
を
な
し
て
お
り
、
ウ
ェ

l
バ
!
が
最
も
高

い
権
威
を
み
と
め
た
も
の
だ
、
と
解
釈
す
べ
さ
で
あ
ろ
う
。
少
く
と
も
そ



れ
が
ブ
!
ン
の
叙
述
と
整
合
し
た
解
釈
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
(
つ
い
で

に
指
摘
し
て
お
く
と
、
ブ
ル

l
ン
の
結
論
に
従
う
な
ら
ば
、
ウ
ェ

l
パ
ー

が
最
も
重
視
し
た
の
は
経
験
科
学
で
は
な
く
む
し
ろ
意
味
の
連
関
を
追
求

す
る
規
範
科
学
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
J

こ
こ
で
、
以
上
の
説
明
で
用
い
ら
れ
て
き
た
「
究
極
的
価
値
公
理
」
と

い
う
語
の
「
究
極
的
」
と
い
う
意
味
に
つ
い
て
若
干
述
べ
て
お
き
た
い
。

プ
ル

l
ン
は
註
の
中
で
究
極
的
価
値
を
「
他
の
い
か
な
る
公
理
や
目
的

設
定
か
ら
も
論
理
的
に
導
出
不
可
能
な
価
値
」
と
定
義
し
て
い
る
守
-

E
3。
こ
れ
を
逆
に
言
う
と
「
あ
る
特
定
の
目
的
や
価
値
判
断
か
ら
論
理

的
に
還
元
不
可
能
な
と
こ
ろ
ま
で
遡
源
さ
れ
た
価
値
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
と
い
う
こ
と
は
、
行
為
者
が
自
己
の
究
極
的
価
値
で
あ
る
と
信
じ
て

い
る
も
の
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
行
為
者

が
信
じ
て
い
よ
う
と
い
ま
い
と
、
あ
る
目
的
か
ら
論
理
的
に
と
り
出
さ
れ

る
最
後
の
価
値
が
「
究
極
的
」
価
値
な
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
二
つ

は
現
実
に
同
一
で
あ
り
う
る
。
が
し
か
し
そ
の
場
合
に
も
区
別
さ
る
べ
き

二
つ
の
も
の
で
あ
る
。

第
四
節
に
説
明
的
価
値
分
析
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
究

極
的
」
価
値
の
こ
の
よ
う
な
意
味
が
逆
照
明
さ
れ
る
結
果
に
な
っ
て
い
る

と
恩
わ
れ
る
。
説
明
的
価
値
分
析
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
(
本
稿
で
は

説
明
的
価
値
分
析
に
つ
い
て
独
立
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
こ
こ

で
簡
単
に
言
及
す
る
が
〉
あ
る
目
的
や
価
値
判
断
を
設
定
し
た
主
体
の
個

人
的
、
実
際
的
動
機
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
で
あ
る
。
し
か
る
に
究
極
的

H
・
H
-
ブ
ル

l
ン
の
「
M
・
ウ
ェ
!
パ

I
価
値
分
析
論
」
研
究

価
値
と
は
、
こ
の
、
あ
る
目
的
に
コ
ミ
っ
ト
し
た
個
人
的
動
機
と
は
論
理

的
に
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
「
学
問
を
す
る
」
と
い
う
営
な
み
に
論
理
的
に
内
在
し
て
い

る
究
極
的
価
値
は
、
主
知
主
義
u

「
認
識
そ
れ
自
体
に
意
味
が
あ
る
」
と

い
う
立
場
で
あ
る
。
し
か
る
に
「
学
聞
を
す
る
」
こ
と
の
実
際
的
な
動
機

は
、
例
え
ば
、
「
生
活
の
た
め
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
者
を
と
り
出

す
の
が
価
値
論
的
分
析
で
あ
り
、
後
者
を
説
明
す
る
の
が
説
明
的
分
析
で

あ
る
。行
為
者
が
個
人
的
理
由
か
ら
な
し
た
で
あ
ろ
う
具
体
的
な
価
値
判
断
か

ら
、
そ
の
判
断
に
論
理
的
に
内
在
し
て
い
る
最
後
の
価
値
を
取
り
出
す
こ

と
は
価
値
論
的
な
分
析
の
仕
事
で
あ
る
。
論
理
的
に
は
あ
る
特
定
の
究
極

的
価
値
か
ら
演
縛
さ
れ
る
だ
ろ
う
具
体
的
な
価
値
判
断
が
、
い
か
な
る
個

人
的
動
機
か
ら
な
さ
れ
た
か
を
認
識
す
る
の
が
説
明
的
価
値
分
析
の
仕
事

で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
仕
事
は
そ
も
そ
も
同
じ
種
類
の
科
学
の
な
し
う
る
も
の
で

は
な
い
。
す
な
わ
ち
前
者
は
「
妥
当
す
る
意
味
の
連
関
を
た
ど
る
規
範
的

科
学
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は

「
存
在
す
る
事
実
の
連
関
を
た
ど
る
経
験
科
学
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ

れ
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
(
金
子
栄
一
、
「
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ

l
バ
l

研
究
」
創
文
社
一
五
一
ペ
ー
ジ
)

で
は
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
価
値
分
析
作
業
は
行
為
の
倫
理
|
|
l
責

任
論
理
と
心
情
論
理
ー
ー
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
う
る
か
。
次
に
こ
の
間

二
六
七
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題
に
つ
い
て
、
ブ
ル

l
ン
の
叙
述
を
基
に
し
た
私
見
を
述
べ
て
み
た
い

(
こ
の
よ
う
に
こ
と
わ
る
の
は
、
ブ
ル

I
ン
は
第
五
章
で
こ
の
二
つ
の
論

理
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
の
で
、
こ
の
価
値
分
析
論
か
ら
の
み
彼
の
解
釈

に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
は
片
手
落
ち
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
以
下
は
、
あ

ぐ
ま
で
も
ブ
ル
!
ン
の
価
値
分
析
論
に
よ
っ
て
の
私
の
解
釈
で
あ
る
)
。

ま
ず
ウ
ェ

1
パ
!
の
文
章
を
引
用
す
る
。

「
人
格
的
行
為
の
領
域
に
お
い
て
も
、
倫
理
が
自
分
自
身
の
前
提
か
ら

解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
全
く
持
殊
な
倫
理
的
根
本
問
題
が
あ
る
。
そ

れ
は
と
り
わ
け
次
の
問
題
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
学
者
が
定
式
化
し

た
よ
う
な
『
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
正
し
く
行
為
し
結
果
は
神
に
委
ね
る
』
と

い
う
公
理
に
従
っ
て
、
倫
理
的
行
為
の
固
有
な
価
値
|
|
通
常
「
純
粋
意

志
」
な
い
し
「
心
情
」
と
よ
ば
れ
る
ー
ー
だ
け
で
行
為
を
正
当
化
す
る
の

に
充
分
と
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
可
能
な
、
な
い
し
蓋
然
的
な
も
の
と
し

て
予
見
し
う
る
結
果
に
対
す
る
責
任
|
|
こ
れ
は
行
為
が
論
理
的
に
非
合

理
的
な
世
界
に
ま
き
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
ー
ー

が
共
に
考
慮
さ
る
べ
き
か
否
か
(
〉
t
R
E
n
F
E向
島
O
B
の
与
-
2
a
g

HM叩吋由
D
V
ロ
ロ
岳

g
司
自
白
色
白
回
開
与
計
四
回
岡
田
口
N
即日)叩
N出
R
F
a
Z
R
Z

の
門
戸
口
島
町
円
。
ヴ
-
o
g
o
w
J
2
-
n
F
o
e印
刷
各
野
田
己
目
。
日
間
四
DOP
〈
O片目ロ凹目。マ

NC口
問
。
口
口
付
耳
目

5
R問問
g
r
g
D・
ロ
岳
山
口
四
四
F
U
三

40門出
H
U自
民
冊

。
ロ
ロ
ロ
良
吋
国
間
四
日
O
ぴ
色
白
吋
何
日
間
四
口
当
叩
三
且
四
回
目
HF目
的
口
宮
口
出
向
ロ
色
町
山
口
由
1
1
1
Q
R

Y
叩
即
日
当
日
叩
《
包
2

a門
司
》
の
叩
白
山
口
ロ
ロ
ロ
問
《
.
日
)
出
叩
四
円

B
S
E出田口由
N
ロt

仏門出口]同叩ロ
1
1
田口叩山口
N
己
由
巳
ロ
叩
円
河
凸
口
FH同
恒
三
日
間
口
口
問
問
。
ロ
位
四
四
ロ
白
色
-r
口出円同
H

a
R
呂
田
民
自
白
川
》
品
目
円
門
町
民
主

E
昆
岳
町
四
円
富
田
昆
丘
町
]
日
付
与
四
円
同
町
室
岡

二
六
八

。
D立
田
口
v
a
B《
w
当
日
叩
口
『
同
町
E
n
F印
刷
け
FFWO円
回
目
叩
宮
町
口
吋
Ez--目立

宮
山

σ叩ロ・

0
己
日
円
色
白
〈
叩
門
田
口
件
当
DHHZ口問

E
円
己
目
。
目
Z

B
む四回目
n
F
O門同叩同

羽
田
町
吋
回
口
}
H
a
D
E
n
F
4
0吋田口問
NC的
叩
『
叩
口
弘
司
ロ
司
o-問
。
口
弘
叩
由
民
同
ロ
門
同
色
ロ
p

d

丘
四
回
目
。
仏
由
回
目
8

4
白門出
ony窓口げ四日
H

E
色
白
叩
笹
山
田
n
F
-吋門担
HFOロ即日。

謡
曲
ピ
宮
内
凶
山
口
四
件
"
目
立
山
口
切
叩
R
2
E
N
E
N
-
o
F
E
E
-
)」
(
の
〉
声

ω-

m
c
m
)
 
「
価
値
自
由
」
論
文
中
の
こ
の
一
節
は
、
前
者
が
「
心
情
倫
理
」
、
後

者
が
「
責
任
倫
理
」
を
説
明
し
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
ウ
ェ

l
バ

l
の
説
明
を
ブ
ル

l
ン
の
価
値
分
析
論
と
結
び
つ
け
る

と
、
ひ
と
ま
ず
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

心
情
倫
理
は
、
そ
も
そ
も
自
己
の
行
為
の
外
的
結
果
に
意
味
を
認
め
な

い
立
場
で
あ
り
、
ひ
た
す
ら
手
段
の
内
在
的
価
値
が
自
己
の
究
極
的
価
値

公
理
と
矛
盾
し
て
い
な
い
こ
と
に
の
み
意
義
を
認
め
る
Q

こ
の
両
者
が
整

合
し
て
い
な
い
時
に
の
み
手
段
が
変
更
さ
れ
る
。
従
っ
て
心
情
倫
理
が
要

求
す
る
価
値
分
析
は
「
価
値
論
的
価
値
分
析
」
で
あ
る
。

で
は
、
責
任
倫
理
は
ど
う
か
。
こ
の
立
場
は
、
心
情
倫
理
と
呉
な
っ
て

自
己
の
行
為
の
結
果
(
付
随
的
結
果
〉
に
責
任
を
認
め
る
。
従
っ
て
当
然

技
術
的
に
適
正
な
手
段
の
考
量
を
必
須
と
す
る
。
責
任
倫
理
は
、
手
段
が

存
在
し
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
付
随
的
結
果
が
目
的
の
実
現
を
妨
げ
る
こ

と
き
も
の
で
あ
る
こ
と
、
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
目
的
を
変
更

す
る
に
至
る
。
責
任
倫
理
の
責
任
と
は
、
何
よ
り
も
行
為
に
よ
っ
て
生
じ

う
る
結
果
に
対
す
る
責
任
で
あ
る
。
こ
れ
は
要
す
る
に
、
責
任
倫
理
は
心

情
倫
理
と
異
っ
て
何
よ
り
も
目
的
論
的
分
析
を
必
要
と
す
る
と
い
う
こ
と



で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
目
的
論
的
分
析
の
有
無
が
責
任
倫
理
と
心
情
倫

理
を
区
別
す
る
と
い
う
解
釈
が
、
間
違
い
で
は
な
い
が
、
不
充
分
で
あ

る
、
目
的
論
的
分
析
の
み
で
両
者
を
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い

う
こ
と
を
、
ブ
ル

l
ン
の
価
値
分
析
は
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ブ
ル

i
ン
が
示
唆
し
て
い
る
こ
と
は
、
責
任
倫
理
は
、
目
的
論
的
分
析
で

事
足
れ
り
と
す
る
も
の
、
結
果
に
対
す
る
責
任
の
み
を
意
味
す
る
も
の
で

は
な
い
。
そ
れ
以
上
の
も
の
だ
と
い
、
つ
こ
と
で
あ
る
。
以
下
こ
れ
を
説
明

し
て
み
た
い
。

ブ
ル

l
ン
は
、
結
合
的
価
値
分
析
の
批
判
的
機
能
の
前
提
は
「
責
任
」

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
何
に
対
す
る
責
任
で
あ
る
の
か
。
こ

れ
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
が
ブ
ル

l
y
が
二
五
八

i
九
ペ
ー
ジ
で
引
用

し
て
い
る
「
客
観
性
」
論
文
の
文
章
に
先
行
す
る
次
の
文
章
で
あ
る
。

「
そ
れ
に
よ
っ
て
所
期
の
目
的
の
達
成
が
、
予
見
し
う
る
他
の
諸
価
値

の
授
損
と
い
う
形
で
何
を
犠
牲
に
す
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
い
か
な
る

目
的
の
追
求
も
こ
の
意
味
で
何
か
を
犠
牲
に
す
る
も
の
だ
か
ら
、
〈
責
任

を
も
っ
て
:
:
:
)
(
ロ
ロ
a
E
H
E
H
品
目
巾
〉
忌
詞
OH門
田
正
ヴ
ぽ
司
自
間
四
日
当
回
目

》

wcaHWH
《【回目日開門円曲目
n
vロ
ロ
開
会
凶
回
四
日
唱
。
ロ
窓
口

N
司
叩
口
付
冊
目
山
口
の
叩
己
目
X

Q

叩吋

4
0
吋mWC
回目山口}戸己目口町白山口一日
-mHO
一口且叩ロ〈叩円円四円
N

ロ
ロ
四
回
ロ
且
叩
円
四
円

4
『叩白

円
円
叩
吋
己
目
』
D
a
o門間同・
0

田町ロ

d
白ヴ四円
N

由
民
田
口
叩
吋
司
即
日
目
司
]
叩
円
山
叩
吋

21m山門司
O
h

z四
N
d
『
四
円
昨
日
ロ
門
出
品
目
冊
目
白
ロ
ロ
0
2
4
4
2
》
財
O
師
な
け
《
。
仏
R
a
o
n
v
吉田昨日
D

EE--・
:
:
」
(
の
k
r
d
く・

ω・
5
0
)・

明
ら
か
に
、
こ
の
「
責
任
」
と
は
結
果
の
価
値
に
対
す
る
責
任
で
あ
る
。

H
・
H
-
ブ
ル

i
y
の
「
M
・
ウ
ェ

I
パ

i
価
値
分
析
論
」
研
究

「
行
為
の
目
的
と
結
果
の
交
互
の
考
量
」
と
い
う
こ
と
が
単
に
、
可
能
な

限
り
「
時
間
・
精
力
・
費
用
等
」
を
有
効
に
使
い
う
る
た
め
の
考
量
を
意

味
し
て
い
る
な
ら
、
当
然
こ
の
文
章
は
目
的
論
的
分
析
の
個
所
で
引
用
さ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
結
果
の
価
値
と
い
う
と
と

は
、
「
所
期
の
目
的
の
達
成
」
が
特
定
の
手
段
及
び
付
随
的
結
果
と
結
び

つ
い
て
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
単
に
実
現
さ
れ
た
目
的
と
究
極
的

価
値
だ
け
の
価
値
論
的
関
係
を
指
す
の
で
は
な
く
、
手
段
、
付
随
的
結
果

を
加
え
た
、
四
つ
の
要
素
の
価
値
論
的
関
係
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ

、「ノ

責
任
倫
理
は
「
結
合
的
価
値
分
析
に
お
け
る
価
値
論
的
分
析
」
を
そ
の

究
極
の
作
業
と
し
て
い
る
@
ブ
ル

l
ン
の
表
現
を
使
う
な
ら
「
結
果
の
倫

理
(
責
任
倫
理
〉
は
結
合
的
価
値
分
析
の
中
で
考
慮
さ
れ
て
い
る
倫
理
的

合
理
性
と
因
呆
的
合
理
性
の
結
合

(g百
三
口
白
R
S
)
を
基
礎
と
し
て
い

る
」
(
原
童
盲
目
γ
民
⑦
。
目
的
論
的
分
析
が
技
術
的
に
整
合
的
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
手
段
、
付
随
的
結
果
、
目
的
を
、
究
極
的
価
値
と
つ
き
合

わ
せ
て
、
そ
れ
ら
の
変
更
に
歪
り
う
る
立
場
で
あ
る
。
責
任
倫
理
と
は
、

結
果
に
対
す
る
責
任
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
更
に
自
己
の
究
極
的
立
場

に
対
す
る
責
任
で
(
も
)
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
責
任
倫
理
を
奉
ず

る
人
間
は
決
し
て
究
極
的
価
値
安
必
要
と
し
な
い
の
で
は
な
い
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
責
任
倫
理
は
所
与
の
目
的
へ
の
自
的
論
的
批
判
、
い

わ
ゆ
る
「
没
価
値
的
技
術
的
批
判
」
に
と
ど
ま
り
、
支
配
的
な
価
値
体
系

へ
の
技
術
的
適
応
を
教
え
る
現
状
容
認
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
す
ぎ
な
く
な

る
だ
ろ
う
。
責
伝
倫
理
は
所
与
の
目
的
達
成
の
た
め
の
手
段
を
自
己
の
究

ノ¥

九



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
)

極
的
価
値
の
立
場
か
ら
批
判
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
フ
ル

i
ン
の
一
マ
一
口
う
よ

う
に
そ
れ
は
「
目
的
論
の
具
体
的
誘
惑
に
抗
す
る
」
も
の
で
あ
り
、
(
原

書
M
M

・
見
切
)
、
「
。
技
術
的
世
界
u

を
出
な
い
人
間
に
は
充
分
に
行
使
す
る

こ
と
の
出
来
な
い
資
質
」
(
向
上
)
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
ご
く
大
ま
か
に
一
般
化
す
る
な
ら
ば
、
責
任
倫
理
に
立
つ
ワ
ェ

i
パ
l
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
に
属
し
て
は
い
た
が
、
そ
の
利
益
の
擁
護

を
超
え
う
る
立
場
に
立
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の

こ
と
を
指
摘
す
る
次
の
文
章
は
、
右
の
プ
ル

l
ン
の
指
摘
す
る
資
質
と
対

応
し
て
い
忍
と
み
な
し
う
る
だ
ろ
う
。

「
ウ
ェ

i
パ
!
に
と
っ
て
の
基
本
的
価
値
は
良
心
の
自
由
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
わ
け
で
財
産
の
安
全
と
い
う
こ
と
は
二
次
的
に
な
っ
て
き
ま

す
。
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
だ
け
云
え
ば
、
こ
れ
は
原
理
と
し
ま
し
て

は
、
正
義
と
い
う
も
の
と
財
産
と
い
う
も
の
と
が
矛
盾
し
、
乗
離
を
し
た

ま
ま
対
立
し
て
き
て
、
ど
う
し
て
も
と
ち
ら
か
に
行
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
時
、
ど
ち
ら
に
行
く
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
く
れ

ば
、
そ
の
場
合
、
彼
は
正
義
を
と
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
す
る
と
、

か
り
に
そ
の
た
め
に
市
民
的
所
有
関
係
を
か
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
状

況
が
考
え
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
う
い
う
状
況
に
お
い
て
は
彼
は
原

理
と
し
て
所
有
関
係
の
変
更
に
反
対
は
し
な
い
こ
と
に
な
る
と
い
う
わ
け

で
す
。
」
「
私
が
彼
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
思
想
家
、
と
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
!
の
利
益
に

仕
え
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
は
な
い
と
云
う
の
は
、
こ
の
こ
と
な
の
で
す
」

ハ
安
藤
英
治
「
ウ
ェ
!
バ
!
と
時
代
」
一
四
七
ペ
ー
ジ
、
創
文
社
)

二
七
O

結
果
に
対
す
る
目
的
論
的
考
慮
の
み
で
足
り
る
の
は
責
任
倫
理
で
は
な

く
、
い
わ
ゆ
る
「
現
実
政
治
」
で
あ
る
。
ウ
ェ

l
バ
I
は
「
彼
の
時
代
の

現
実
政
治
に
、
責
任
倫
理
の
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
を
見
た
」
(
レ
イ
モ
ン
・
ア

ロ
ン
「
現
代
ド
イ
ツ
社
会
学
」
秋
元
・
河
原
・
芳
伸
訳
、
理
想
社
、
一
五

一
ペ
ー
ジ
)
の
で
あ
る
。

従
っ
て
心
情
倫
理
の
対
極
概
念
は
こ
の
「
現
実
政
治
」
で
あ
っ
て
、
責

任
倫
理
で
は
な
い
。
ウ
ェ

i
バ
l
は
「
職
業
と
し
て
の
政
治
」
論
文
の
中

で
、
心
情
倫
理
と
責
任
倫
理
の
二
つ
を
岡
崎
に
考
慮
す
る
人
間
が
政
治
を

職
業
と
な
し
う
ろ
と
説
い
て
い
る
が
(
「
心
情
倫
理
と
責
任
倫
理
は
絶
対

的
な
対
立
を
な
す
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
両
者
は
相
互
に
補
い
合
っ
て

n
政
治
へ
の
天
職
。
を
持
ち
得
る
真
の
人
間
を
作
り
出
す
」
〉
、
こ
れ
は
誤

解
を
ま
ね
く
言
い
方
で
あ
っ
た
。
心
情
倫
理
と
現
実
政
治
を
総
合
し
た
責

任
倫
理
が
政
治
へ
の
天
職
を
持
ち
得
る
人
間
を
作
り
出
す
、
と
表
現
す
べ

き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
が
ブ
ル
!
ン
が
示
唆
す
る
|
|
と
私
が
考
え
る
|
|
責
任
倫
理
と

自
的
論
的
分
析
の
関
係
で
あ
る
。

で
は
責
任
倫
理
は
心
情
倫
理
と
ど
こ
で
区
別
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
心
情

倫
理
と
日
同
的
論
的
分
析
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
立
つ
の
か
。
こ
れ
が
次
に

検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ブ
ル

i
ン
は
「
結
合
的
分
析
の
一
」
、
す
な
わ
ち
手
段
と
究
極
的
価
値

の
つ
き
合
わ
せ
の
説
明
に
お
い
て
、
心
情
倫
理
の
問
題
と
き
わ
め
て
パ
ラ

レ
ル
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
外
的
結
果
を
無
視
し
て
手
段

自
体
の
価
値
に
従
っ
て
行
動
す
る
政
治
家
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
彼



(
政
治
家
)
は
自
己
の
具
体
的
な
目
的
(
民
主
主
義
)
の
価
値
と
自
己
の

究
極
的
価
値
公
理
(
例
え
ば
「
良
心
」
)
と
が
整
合
し
て
い
る
か
否
か
を
検

討
し
(
価
値
論
的
価
値
分
析
)
、
自
己
の
手
段
(
「
独
裁
者
と
の
交
渉
の
拒

否
b
が
い
か
な
る
付
随
的
結
果
を
生
み
出
す
か
(
民
主
義
の
前
進
を
も

た
ら
さ
ぬ
」
)
を
検
討
し
(
目
的
論
的
分
析
)
、
つ
い
で
自
己
の
そ
の
手
段

の
内
在
的
価
値
〈
「
独
裁
者
の
存
在
を
み
と
め
な
い
」
)
と
究
極
的
価
値

(
「
良
心
」
)
と
の
整
合
性
を
検
討
す
る
(
「
結
合
的
分
析
の
一
」
)
。
こ
こ
で

彼
は
結
論
と
し
て
、
こ
の
手
段
の
価
値
と
究
極
目
的
の
価
値
と
究
極
的
公

理
の
整
合
性
に
従
っ
て
〈
「
良
心
」
i

「
民
主
主
義
」
1

「
独
裁
者
と
の
交
渉

拒
否
」
〉
行
動
す
る
こ
と
を
選
ぶ
。
そ
の
付
随
的
結
果
の
価
値
(
民
主
主

義
の
前
進
を
も
た
ら
さ
な
い
)
が
こ
れ
ら
の
価
値
と
矛
盾
す
る
こ
と
を
無

視
す
る
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
「
結
合
的
分
析
の
二
」
の
作
業
は
彼
に
と

っ
て
意
味
を
も
た
な
い
。
こ
れ
が
心
情
倫
理
の
政
治
家
で
あ
る
。
そ
し
て

ま
さ
に
こ
こ
で
心
情
倫
理
と
責
任
倫
理
が
分
か
れ
る
こ
と
に
な
る
ο

責
任

倫
理
(
の
少
な
く
と
も
一
つ
の
あ
り
方
)
は
、
こ
こ
で
付
随
的
結
果
(
民

主
主
義
の
前
進
を
も
た
ら
さ
ぬ
)
と
他
の
三
要
素
の
価
値
と
の
非
整
合
性

を
根
拠
に
入
れ
て
何
ら
の
形
で
独
裁
者
と
交
渉
す
る
と
い
う
手
段
を
選
ぶ

だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
結
合
的
分
析
の
ニ
」
の
作
業
が
意
味
を
も
っ
。

要
す
る
に
「
結
合
的
分
析
の
ニ
」
の
作
業
に
意
味
を
み
と
め
、
行
動
の

究
極
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
そ
れ
を
取
り
入
れ
る
か
否
か
。
こ
こ
に
二
つ

の
倫
理
の
分
岐
点
が
あ
る
|
!
と
い
、
?
占
う
に
ブ
ル

i
ン
の
叙
述
は
解
釈

で
さ
る
と
息
わ
れ
る
。
目
的
・
手
段
・
究
極
的
価
値
の
価
値
論
的
整
合
住

を
根
拠
に
行
動
す
る
の
が
心
情
倫
理
で
あ
る
。
目
的
t
手
段
l

付
随
的

H
・
H
-
ブ
ル

l
ン
の
「
M
・
ウ
ェ

l
パ

l
価
値
分
析
論
」
研
究

(
実
際
的
〉
結
果
l

究
極
的
価
値
の
価
値
論
的
関
係
を
検
討
し
つ
つ
行
動

す
る
の
が
責
任
倫
理
で
あ
る
。

通
常
「
心
情
倫
理
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
右
の
心
情
倫
理
の
系
列
か
ら

外
的
結
呆
・
目
的
へ
の
顧
慮
が
最
初
か
ら
放
棄
さ
れ
て
、
自
己
の
究
極
的

価
値
と
の
整
合
性
の
考
慮
の
み
で
子
段
が
選
ば
れ
る
に
至
る
も
の
で
あ

る
。
右
の
例
で
一
言
う
な
ら
ば
「
民
主
主
義
」
と
い
う
現
実
的
な
目
的
が
そ

れ
自
体
無
意
味
と
さ
れ
、
ひ
た
す
ら
「
良
心
」
と
い
う
究
極
的
価
値
か
ら

の
み
手
段
が
意
味
づ
け
ら
れ
る
。

以
上
の
私
の
説
明
を
ま
と
め
る
と
心
情
倫
理
と
責
任
倫
理
の
関
係
は
次

の
よ
う
に
な
る
。

a
、
単
純
化
さ
れ
た
心
情
倫
理
一
自
己
の
究
極
的
価
値
と
手
段
の
価
値

の
整
合
性
の
み
の
考
慮
。

b
、
政
治
に
お
け
る
心
情
倫
浬
一
自
己
の
究
極
的
価
値
と
手
段
の
価
値

及
び
目
的
の
価
値
、
こ
の
三
つ
の
整
合
性
の
考
慮
。

c
、
責
任
倫
理
一
究
極
的
価
値
l

目
的
l

付
随
的
結
果
!
手
段
の
価
値

論
的
関
係
の
検
討

d
、
単
純
化
さ
れ
た
責
任
倫
理
一
手
段
と
目
的
の
目
的
論
的
整
合
性
の

み
の
考
慮
。
「
現
実
政
治
」
。

こ
の
二
つ
の
心
情
倫
理
の
区
別
は
何
を
意
味
し
う
る
か
。
私
の
言
い
た

い
こ
と
は
、
心
情
倫
理
b
に
は
、
通
常
の
心
情
倫
理
に
つ
い
て
(
否
定
的

に
)
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
必
ず
し
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
現
実
の
全
体
に
意
味
を
認
め
な
い
の
で
は
な

く
、
外
的
な
「
目
的
(
の
価
値
ど
を
行
動
の
根
拠
と
し
て
含
ん
で
い
る

二
七
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心
情
倫
理
と
、
最
初
か
ら
そ
れ
を
度
外
視
し
て
い
る
心
情
倫
理
は
、
何
よ

り
も
そ
れ
が
内
包
す
る
経
験
科
学
的
知
識
の
必
要
性
と
い
う
点
で
、
違
い

を
も
つ
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

確
か
に
心
情
倫
理
b
も
究
極
的
に
は
自
己
の
手
段
と
究
極
的
価
値
の
整

合
性
に
従
っ
て
行
動
す
る
。
結
論
だ
け
を
見
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
心
情
倫

理

a
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
現
実
の
目
的
(
民
主
主
義
〉
に

ま
ず
意
味
を
み
と
め
、
従
っ
て
目
的
論
的
分
析
に
よ
っ
て
手
段
を
検
討

し
、
し
か
る
後
に
手
段
の
価
値
を
付
随
的
結
果
の
価
値
よ
り
も
重
視
す
る

と
い
う
結
論
に
至
る
。
す
な
わ
ち
巨
的
論
的
分
析
を
必
須
の
も
の
と
し
て

い
る
心
情
倫
理
で
あ
る
。
経
験
科
学
を
必
要
と
す
る
心
情
倫
理
で
あ
る
。

例
え
ば
ヴ
才
ル
フ
ン
グ
・
シ
ュ
ル
フ
タ

i
は
「
価
値
自
由
と
責
任
倫

理
」
と
題
す
る
論
文
の
中
で
勺
〈
即
日
5
1
Z
2
R目
E
同
目
白
色
丹
宮
盟
窓
口

え

F
8呂田山富山々
・
3

宮
言
自
宅
岳
町
、
回
ぐ
E
g
o
h
呂
田
円
。
弓
-

E
E
g
g
b
Z
2
y
o
a白・‘。
5
三
宮
円
岡
山
O
H
V

自
己
当
o-同
伺
田
口
問

ω口
FEE

S
お
る
、
「
経
験
科
学
的
知
識
u
値
値
自
由
性
」
を
内
包
し
て
い
る
か
否

か
と
い
う
点
か
ら
、
心
情
倫
理
と
責
任
倫
理
を
区
別
し
て
い
る
。

例
え
ば
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
責
任
倫
理
家
が
そ
の
行
為
か
ら
生
ず
る
成
果
価
値
を
熟
慮
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
こ
の
行
為
の
実
現
可
能
性
や
結
果
を
顧
慮
す
る
の
に
対
し
、
心

情
倫
理
家
は
心
情
そ
れ
自
体
を
、
そ
れ
も
結
果
の
計
算
を
度
外
視
し
て
問

題
に
す
る
」
。
な
・

8
)

「
心
情
倫
理
は
、
と
り
わ
け
暴
力
を
そ
の
手
段
と
す
る
政
治
の
領
域
で

は
、
善
か
ら
悪
が
生
じ
え
、
ま
た
そ
の
逆
も
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
を
洞

二
七
二

察
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
あ
る
特
殊
な
意
味
に
お
い
て
こ
の
倫
理
は
現

実
に
盲
目
的
な
も
の
で
あ
る
よ
守
・
詔
〉

学
問
に
よ
っ
て
定
式
化
さ
れ
た
制
約
諸
条
件
を
考
慮
す
る
か
し
な
い
か

は
行
為
者
の
自
由
に
ま
か
さ
れ
て
い
る
が
、
「
責
任
倫
理
家
は
こ
れ
ら
の

制
約
諸
条
件
に
服
し
、
心
情
倫
理
家
は
服
さ
な
い
。
当
為
は
能
力
に
依
拠

さ
せ
ら
れ
る
に
及
ば
ず
。
ま
さ
に
こ
う
特
徴
づ
け
ら
れ
る
の
が
心
情
倫
理

の
格
率
で
あ
る
か
ら
。
し
か
し
そ
れ
故
心
情
倫
理
家
は
、
学
問
が
担
っ
て

き
た
文
化
的
伝
統
の
圏
外
に
立
つ
」
な
・
話
)

「
宇
宙
論
的
倫
理
的
な
合
理
主
義
者
は
、
行
為
の
実
現
に
学
問
が
な

し
う
る
こ
と
に
つ
い
て
過
大
に
評
価
す
る
か
過
小
に
評
価
す
る
か
、
ど
ち

ら
か
で
あ
る
。
過
大
に
評
価
す
る
と
い
う
の
は
、
学
問
が
究
極
的
価
値
を

承
認
す
る
〈

3
8間
口
町
四
)
こ
と
が
で
き
る
と
み
な
す
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

意
味
で
学
問
は
彼
に
と
っ
て
H

森
羅
万
象
の
全
体
を
有
意
味
的
に
秩
序
づ

ヨ
ス
そ
ス

け
ら
れ
た
宇
宙
と
し
て
把
握
す
る
H

(

卜

l
ピ
ッ
チ
コ
)
の
に
役
立
つ
だ

ろ
う
。
学
問
的
諸
概
念
は
二
重
の
規
能
、
規
範
的
と
記
述
的
の
機
能
を
持

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、
過
少
に
評
価
す
る
と
い
う
の
は
、
学
問
が

存
在
の
根
拠
令
官

q
E
P仏
え
宮
山
口
巴
を
明
ら
か
に
し
え
な
い
こ
と
を

自
明
の
前
提
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
科
学
が
明
ら
か
に
し
う
る
結
果

コ
ス
ト

に
と
っ
て
、
一
元
的
な
価
値
の
実
現
が
伴
う
個
人
的
・
社
会
的
犠
牲
の
同

定
は
、
信
念
の
た
め
の
戦
士
に
と
っ
て
重
要
で
は
な
い
。
そ
れ
は
世
界
が

非
合
理
的
な
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
心
情
倫
理
の
純
潔
を

け
が
す
、
と
ろ
う
。
逆
に
責
任
倫
理
を
取
る
人
は
、
学
問
に
依
拠
し
て
い
る

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
可
能
性
と
限
界
を
正
し
く
見
つ
も
る
こ
と
を
強
い
ら



れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
手
段
1

目
的
の
連
鎖
の
経
験
科
学
的
分
析

及
び
行
為
の
公
理
論
理
的
及
び
認
識
的
、
意
味
的
分
析
を
も
と
に
し
て
責

任
倫
理
的
行
動
の
前
提
条
件
を
つ
く
り
出
す
と
こ
ろ
の
、
相
対
的
に
自
律

的
な
、
ゐ
そ
し
て
H

価
値
自
由
な
。
学
問
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
因
果

関
連
に
つ
い
て
の
い
か
な
る
客
観
的
知
識
も
な
い
社
会
に
お
い
て
は
、
厳

密
に
言
え
ば
、
」
貝
任
的
な
u

行
動
は
不
可
能
で
あ
る
」
守
・

2
)

右
の
ご
と
き
指
摘
は
、
心
情
倫
理

a
に
は
あ
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。
こ
れ

は
最
初
か
ら
外
的
結
果
そ
れ
自
体
に
意
味
を
認
め
な
い
の
だ
か
ら
、
「
結

果
の
計
算
を
度
外
視
」
し
て
い
る
。
従
っ
て
善
な
る
手
段
か
ら
何
が
生
じ

う
る
か
を
顧
慮
し
な
い
だ
ろ
う
し
、
当
為
は
能
力
と
無
関
係
で
あ
る
と
み

な
す
だ
ろ
う
。
要
す
る
に
目
的
論
的
分
析
に
意
味
を
認
め
ず
、
経
験
科
学

的
知
識
を
必
要
と
し
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
と
れ
ら
の
と
と
は
心
情
倫
理
b
に
つ
い
て
は
あ
て
は
ま
ら
な

い
。
こ
れ
は
結
果
の
計
算
を
度
外
視
す
る
も
の
で
は
な
く
、
善
な
る
手
段

か
ら
悪
の
結
呆
の
生
じ
う
る
こ
と
も
知
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
。
要
す
る

に
責
任
倫
理
の
行
動
を
と
る
の
に
心
要
な
操
作
や
知
識
を
全
部
援
用
し
た

よ
で
、
結
果
と
し
て
手
段
と
究
極
的
価
値
の
整
合
性
を
選
ぶ
の
で
あ
る
。

因
果
連
関
に
関
す
る
客
観
的
知
識
の
成
立
し
え
な
い
社
会
で
は
、
責
任
倫

理
と
と
も
に
心
情
倫
理
b
も
ま
た
可
能
で
は
な
い
、
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
解
釈
を
私
が
ス
ケ
ッ
チ
し
た
の
は
、
従
来
、
心
情
倫
理
に
つ
い

て
過
度
に
否
定
的
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
と
感
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
宇
宙
論
的
・
倫
理
的
な
合
理
主
義
」
に
ま
で
つ
き
つ
め
ら
れ
た
心
情
倫

理
ハ
心
情
倫
理

a
)
は
、
現
実
全
体
を
そ
の
倫
理
的
非
合
理
性
の
故
に
否

H
・
H
-
ブ
ル

i
ン
の
「
M
・
ウ
ェ

l
パ

i
価
値
分
析
論
」
研
究

定
す
る
も
の
で
あ
り
、
外
的
現
実
に
働
き
か
け
る
契
機
を
も
た
な
い
、
と

い
う
の
は
正
し
い
。
し
か
し
そ
れ
と
別
に
、
政
治
の
中
で
働
き
う
る
心
情

倫
理
、
責
任
倫
理
と
近
接
し
た
心
情
倫
理
と
い
う
も
の
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
心
情
倫
理
は
政
治
の
領

域
か
ら
機
械
的
に
排
除
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
責
任
倫
理
も
過
度
に
現
実
政

治
的
、
現
実
妥
協
的
な
方
向
で
解
釈
さ
れ
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
現
実

に
無
知
で
あ
る
こ
と
が
心
情
倫
理
で
あ
り
、
現
実
に
技
術
的
に
適
応
す
る

こ
と
が
責
任
倫
理
で
あ
っ
て
は
困
る
の
で
あ
る
。
一
方
で
責
任
倫
理
が
究

極
的
に
価
値
判
断
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
他
方
で
あ
る
種
の
心
情
倫
理

が
経
験
科
学
的
知
識
と
無
線
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
の
は
、
そ
の
た

め
で
あ
る
。

さ
て
右
で
は
、
心
情
倫
理
が
目
的
論
的
分
析
、
経
験
的
科
学
知
識
を
必

ず
し
も
必
要
と
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
の
だ
が
他
方
、

責
任
倫
理
は
経
験
科
学
だ
け
で
可
能
に
な
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

を
、
今
一
度
述
べ
て
お
き
た
い
。

外
的
結
果
を
考
慮
し
そ
れ
を
行
動
の
根
拠
と
し
て
積
極
的
に
用
い
る
と

い
う
意
味
で
、
責
任
倫
理
が
心
情
倫
理
よ
り
も
経
験
科
学
的
知
識
と
、
よ
り

密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
経
験

科
学
的
知
識
自
体
が
責
任
倫
理
を
作
る
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
経
験
科
学

は
責
任
倫
理
に
立
つ
人
間
に
決
断
を
前
に
し
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
諸
事
実
を
教
え
る
が
、
決
断
そ
の
も
の
を
生
み
出
す
も
の
で
は
な
い
。

経
験
科
学
的
知
識
が
与
え
る
の
は
、
決
断
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
決
断

す
る
者
が
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
制
約
条
件
で
あ
る
。
決
断
白
体
は
経

二
七
三
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験
科
学
の
権
限
の
外
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
(
責
任
倫
理
に
お
い
て

も
)
依
然
と
し
て
真
理
な
の
で
あ
る
。
「
魔
術
か
ら
解
放
さ
れ
た
世
界
で

は
、
少
く
と
も
、
学
問
に
よ
っ
て
普
及
さ
れ
た
原
則
、
す
す
な
わ
ち
当
為

は
能
力
を
内
包
す
る
と
い
う
原
則
が
守
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
(
シ
ェ
ル
ブ

タ
!
日
γ
忠
)
と
し
て
も
、
決
し
て
当
為
u

能
力
で
は
な
い
。
能
力
を
考

慮
し
た
上
で
、
自
律
的
に
当
為
が
決
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

つ
」
の
態
度
決
定
と
学
問
の
一
般
的
な
関
係
は
、
次
の
シ
立
ル
フ
タ
!
の

表
現
が
明
快
で
あ
る
「
学
問
の
意
味
は
決
断
の
た
め
の
活
動
領
域
を
可
能

に
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
制
約
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
点
に
見
出
さ
れ
う

る
。
可
能
に
す
る
と
い
う
意
味
は
、
学
問
が
価
値
白
由
原
理
を
適
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
決
断
を
主
体
的
領
域
に
移
す
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
制
約

す
る
と
い
う
意
味
は
、
決
断
を
下
す
も
の
が
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
制

約
諸
条
件
を
学
聞
が
定
式
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
。
(
マ
器
》

ウ
ェ
!
パ
!
の
思
考
は
全
て
、
価
値
決
定
に
向
か
っ
て
い
る
。
彼
の
経

験
科
学
的
活
動
は
価
値
判
断
を
単
な
る
恋
意
で
は
な
く
、
可
能
な
限
り
客

観
的
に
し
よ
う
と
い
う
努
力
で
あ
る
。
し
か
し
決
し
て
学
問
領
域
は
、
論

理
的
に
価
値
領
域
に
等
し
い
も
の
と
は
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
「
事
実
を

通
っ
た
価
値
」
。
ウ
ェ

l
バ
l
の
活
動
の
全
て
は
、
こ
こ
に
収
紋
す
る
。
単

純
に
「
私
は
こ
れ
こ
れ
の
価
値
を
信
ず
る
」
と
い
う
表
現
で
は
な
く
「
私

は
こ
れ
と
れ
の
事
実
を
考
慮
し
た
上
で
、
か
く
か
く
の
価
値
を
信
じ
る
」

と
い
う
表
現
を
と
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
ウ
ェ
!
バ
ー
が
価
値
を
至
上

の
も
の
と
見
な
し
た
こ
と
は
、
「
知
性
の
犠
牲
L

を
意
味
じ
た
の
で
は
な

二
七
四

ぃ
。
知
出
の
機
能
の
果
て
に
、
知
性
の
及
、
は
ぬ
究
極
の
領
域
"
価
値
領
域

が
姿
を
現
わ
す
の
で
あ
る
。

「
生
の
力
で
あ
る
価
値
評
価
に
お
い
て
、
究
極
の
あ
る
も
の
が
与
え
ら

れ
る
。
な
に
ゆ
え
に
人
が
価
値
評
価
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
か
と
い
う
こ
と

は
、
決
し
て
客
観
的
に
理
由
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
人
間
は
そ
の

価
値
評
価
を
明
日
な
も
の
と
し
、
定
式
化
し
、
客
観
化
す
る
こ
と
は
で
き

る
が
、
し
か
し
ま
ず
も
っ
て
価
値
評
価
が
そ
こ
に
あ
り
、
経
験
き
れ
る
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
ヤ
ス
パ

l
ス
「
世
界
観
の
心
理
学
」
同

-
Yー

凹
唱
骨
「
曲
一
吋
回
一
司
口
目
。
目
。
四
日
。
品
。
円
ヨ
ー
日
目
件
目
ロ
帥
門
町
田
ロ
ロ
ロ
岡
町
ロ
・

H
U
N印・

ω
-
N
N
C
・

訳
文
は
生
松
敬
三
氏
の
も
の
。
「
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
l
ピ
ッ
チ
コ
「
科
学
と

哲
学
の
問
」
(
上
)
未
来
社
、
二
一
八
ペ
ー
ジ
。
)

最
後
に
右
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
ブ
ル

l
ン
が
価
値
論
的
分
析
の
説
明

に
お
い
て
、
そ
の
批
判
的
機
能
の
非
実
践
性
、
非
積
極
性
に
ふ
れ
て
い
る

点
に
つ
い
て
竺
一
一
目
し
て
稿
を
終
え
た
い
。

分
析
者
自
身
が
分
析
対
象
た
る
価
値
を
共
有
し
て
い
る
と
か
、
分
析
対

象
に
対
す
る
価
値
判
断
を
下
す
と
か
い
う
こ
と
が
、
そ
れ
自
体
は
科
学
的

研
究
の
外
に
あ
る
と
い
う
の
は
、
ブ
ル

1
ン
の
言
う
通
り
で
あ
る
(
二
五

一
ペ
ー
ジ
〉
。
(
ブ
ル

l
ン
は
水
平
的
価
値
分
析
で
こ
の
点
を
論
じ
て
い
る

が
、
価
値
分
析
の
全
体
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
め
で
は
ま
る
こ
と
で
あ
る
)

そ
れ
ら
は
研
究
外
的
契
機
、
分
析
者
の
個
人
的
理
由
で
あ
り
、
分
析
結
果

の
認
識
の
客
観
性
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
ず
確
認
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。



し
か
し
な
が
ら
、
分
析
者
を
分
析
に
か
り
立
て
る
本
源
的
動
機
は
、
対

象
が
分
析
者
に
と
っ
て
、
自
然
科
学
の
対
象
の
よ
う
に
価
値
中
立
的
な
も

の
で
は
な
く
、
何
よ
り
も
自
己
の
価
値
と
、
肯
定
的
・
否
定
的
を
関
わ
ず

何
ら
か
の
緊
張
関
係
の
中
に
あ
ろ
と
い
7
事
態
に
あ
る
だ
ろ
、
7
。
対
象
は

分
析
者
に
と
っ
て
、
距
離
を
置
い
た
冷
静
な
知
的
分
析
の
対
象
で
あ
る
前

に
、
い
わ
ば
総
合
的
な
態
度
で
按
せ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
人
間
は
、
認
識
者
と
な
る
前
に
価
値
判
断
者
な
の

で
あ
る
。
自
分
の
価
値
判
断
の
対
象
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
に
つ
い
て

知
ろ
う
と
い
う
志
向
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
認
識
を
得
た

こ
と
で
更
に
鮮
明
に
定
義
さ
れ
た
対
象
に
対
し
て
、
一
層
自
覚
的
で
は
っ

き
り
と
し
た
評
価
が
な
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
一
一
一
百
で
一
一
首
う
な
ら
ば

認
識
の
世
界
は
評
価
の
世
界
に
囲
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
(
こ
の
よ
う

に
認
識
は
そ
れ
自
体
自
律
的
な
構
造
(
「
客
観
性
」
)
を
持
つ
も
の
で
あ
り

な
が
ら
、
何
よ
り
も
対
象
へ
の
評
価
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

よ
り
鮮
明
な
評
価
の
た
め
の
手
段
と
な
る
、
と
い
う
事
情
に
つ
い
て
私
は

独
立
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
「
ウ
ヱ
[
パ

i
の
H

意
味
解
釈
u
論
覚
書
」
、

「
立
教
経
済
学
論
叢
」
第
二
五
号
一
九
八
四
年
七
月
)

こ
の
よ
う
な
意
味
で
は
、
ブ
ル

l
ン
が
言
及
し
て
い
る
「
実
際
に
分
析

者
自
身
が
、
対
象
と
な
っ
て
い
ろ
価
値
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
場
合
」
と

い
う
の
が
本
源
的
な
あ
り
方
な
の
で
あ
り
、
価
値
論
的
分
析
の
批
判
的
機

能
は
、
科
学
の
外
、
人
格
の
中
で
、
「
実
践
的
」
「
積
極
的
」
な
も
の
に
な

る
こ
と
を
志
向
す
る
も
の
だ
、
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
な
志
向
な
し
に
、
要
す
る
に
対
象
の
価
値
へ
の
何
ら
か
の
コ
ミ
ッ
ト
な

H
・
H
-
ブ
ル

i
ン
の
「
M
・
ウ
ェ

l
バ
l
価
値
分
析
論
」
研
究

し
に
「
分
析
の
専
門
家
」
に
至
る
こ
と
は
、
過
度
の
専
門
至
上
主
義
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
ま
さ
に
「
知
的
認
識
が
世
界
観
的
前
提
か
ら
切
り
離
さ

れ
る
こ
と
の
う
ち
に
、
学
問
の
技
術
論
的
退
廃
の
第
一
歩
が
あ
る
」
〈
安

藤
英
治
「
マ
y

ク
ス
・
ウ
ェ

i
メ
!
研
究
」
未
来
社
一
一
一
四
ペ
ー
ジ
)
と

帝
国
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

付
記
U
ウ
ェ

l
パ
l
の
引
用
文
の
訳
に
陪
し
て
は
、
尾
高
邦
雄
訳
ハ
「
職

業
と
し
て
の
学
問
」
〉
、
木
本
幸
造
訳
(
「
価
杭
自
由
」
論
文
)

を
参
考
に
し
た
@

二
七
五




